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巻頭言

徳島大学留学生センター長永田俊彦

平成17年3月に策定された「徳島大学における国際化ポリシー」では，徳島

大学が世界に通用する人材の育成と教育研究の向上に組織的に取り組み，地域に

根ざした国際活動を展開し，同時に学生および教職員の国際化意識の向上を推進

させることが謡われております。私なりに考える留学生センターの存在意義は，

センターが各部局と連携して留学交流を活発化することによって，徳島大学が世

界にはばたく優れた大学となれるように努力することにあると認識しています。

このような活動が円滑に推進されれば,結果的に国際化ポリシーは実現されます。

しかし，国際交流の推進は一部の人々 によって達成されるのではなく，大学にい

る全ての人の意識改革なしでは達成されない事項であり，このことが最も重要で

あることも自覚しております。徳島大学では，平成17年9月現在で世界28カ国

238名の留学生が学んでいます。その内訳は男性144名・女性94名，身分別で

は学部学生46名・大学』院生157名・研究生その他35名，地域別ではアジア203

名・中近東10名・アフリカ9名・中南米8名・北米4名・ヨーロッパ4名とな

っております。徳島大学の留学生数は年々 増え続け，平成10年度と比較すると，

この7年間で約2倍に増加しました。このような現状の中で，留学生センター教

員は日本語教育，生活支援等に忙しい毎日を送っています。

この『徳島大学留学生センター紀要』は，留学生センター教員の研究や実践活

動の報告の場として発行されるものです。この度，センター教員が日々 の業務の

合間にこつこつと研究活動を行い，その成果がやっとまとまりました。私自身は

医歯薬学系の研究を行っておりますので，ここに掲載される研究の詳細は把握で

きないところもありますが，私にとって新鮮で興味深い内容であることは間違い

ありません｡’日本語という言語研究，日本語教育の研究，異文化に関する研究等

についての報告を通じて，センターのアクティビティがさらに向上し，留学生に

よる研究も一層活発となることを希望しております。
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異文化発達質問紙(IDI)を用いた多様性トレーニング効果の検証

AssessmentofaDiversityTrainingProgramfOrJapaneseUniversity
StudentsUsinglnterculturalDevelopmentlnventory(IDI）

坂田浩(徳島大学）

前田有香(日産自動車株式会社）

ABSTRACr

ThepresentsmdyexaminesthegeneraleHectofafOur-daydiversitytrainingprogramfOr27

JapaneseuniversitysmdentsusmgthemterculmralDevelopmentmventory(mD(Han皿､“Bennett

＆Wiseman,2003)andpresentssometipstodevelopmoree錐ctivetrammgprogramsfOrJapanese

universitysmdents・

Bennett,M,』.(1986;1993)presentedtheDevelopmentalModelofhterculturalSensitivity

①MIS),andmlwasdevelopedasatooltomeasureaperson'sinterculmralsensitivitylevelonDMIS

andtonlustratetheperson'sculmralworldvieworientationmtennsofculturaldiHerences，hDMIS・

Bennett,M・』.(1986;1993)assumesthataperson，sinterculturalsensitivity(orworldvieworientation）

developshomethnocentrismtoethnorelativismmsixdevelopmentalstages：（1）Denial，（2）

Defense/Reversal,(3)Mmmization,(4)Acceptance,(5)Adaptationand(6)Integration，

Pre-andpost-mIswereadmnisteredtothestudentstoassessthegeneraleHectofthethree-day

tramngprogram・Althoughthepmgramwasnotdesignedtofacilitatethestudents,sensitivity

development，resultsshowthatthesmdents，overallmterculturalsensitivitylevelprogressedfrom

DenialtoMmimization・Fmall孔thesmdypresentsadiscussionabouthowtodesignmoreeHective

trammgtoJapaneseuniversitystudents．

1.背景と目的

1-1．多様性トレーニング

国内外における異文化との共生は日本人にとってはもはや避けることの出来な

いものとなっている。減少し続ける日本人の出生率とそれに伴い増加の一途を見

せる外国人労働者数といった社会現象を考えてみると、今後の教育現場では、英

語教育を含む外国語教育に加えて、（1）文化差をよりリアルに体感させ、（2）

文化差への実践的対応対応能力を個人レベルで育成するための教育実践が切に求

められるものと考えられる。

本研究のテーマである多様性トレーニングは､様々な文化で体験する文化的｢違

い」への実践的対応能力を育成し、最終的には「それぞれの文化、伝統、価値観、

言語、さらには一人ひとりの個性の違いが、可能な限り尊重される社会」（森田，

2002:p､5）の構築を目指す教育活動であり、現在では多くの企業や教育機関で採
用されている。Sinangil＆Ones（2001）によると、海外（特に欧米系）優良企
業の60～70％が何らかの形で多様性トレーニングを実施しており、派遣先におけ

る異文化適応等に大きな貢献をしていろと報告されている(Black＆Mendenhall．
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1990)。日本でも、例えばP＆Gや日産自動車等は社内で多様性トレーニングを企

画・運営する部署を設置し、派遣先や社内で直面する様々な文化差に適応する為

の教育支援を提供しているようである。学校教育においては、国際理解教育や海

ﾀﾄ留学の事前指導の一環として多様性トレーニングを実施しているところもあり

（森山,2003)、今後は人権教育や留学生教育等の分野でも広く展開されていくも

のと思われる。

多様'性トレー三雲ングにおける具体的な目的はトレーニングを実施する時期（派

遣前、滞在中、帰国後等)、学習者のニーズ、トレーニングを構成する理論等によ

って異なるが（GudykImst,Guzley＆Hamm“1996)、（1）講義、（2）ディ

スカッション、（3）課題解決、（4）クリティカル・インシデント、（5）ロール

プレイ、（6）シミュレーション（Paige＆Martin,1983)、それにビデオや異文

化センシタイザー(Albert,1983;1995）等の活動を通して、学習者の認知・感情・

行動面での異文化適応能力を向上させることを目的としている点では、ほとんど

のトレーニングで共通している（Gudyk皿st,Guzley＆Hamme男1996;Brislm
＆Ybshida,1994)｡認知･感'情･行動面の変化を促す活動としてBrishn＆Ybshida

（1994）も上に述べた活動を取り上げているが、認知面の変化を促す活動には、

文化差に関する知識や'情報を提供する活動や、異文化に対するステレオタイプと

それに対する気づき等を促す活動（例えば、講義やディスカッション等）が含ま

れる一方、感情面の変化を促す活動には、文化差に対して感じるﾊu理的不快感や

ストレス等をロールプレイやクリティカル・インシデント等を通して学習者に体

験させ、否定的な感情に対する対応策について考えさせるような活動（例えば課

題解決など）が含まれ、行動面での変化を促す活動としては、例えば「派遣先で

用いる名刺を作る」といった活動や異文化シミュレーションを通して適切なコミ

ュニケーション行為を学ぶ活動が含まれる、と説明している。

また、現在行われている多様性トレーニングの多くが体験学習的アプローチを

中ﾊUに組み立てられており、基本的には、（1）導入と雰囲気作り（Introduction

＆Icebreaking)、（2）ゴールの提示、（3）体験、（4）体験の分析・反省・共

有、（5）一般化、（6）応用、（7）まとめ（Levyｳ1995）で構成されることが多
いようである。本研究で分析の対象とした多様性トレーニングもおよそ同じ構成

となっているが、概要は後述することにする。

1-2.異文化感受性発達モデル

多様性トレーニングを組み立てていく際には、文化差に対する認知・感情・行

動面の変化を促すような活動をバランス良く組み込んでいくことが求められるが、

Bennett,M､』.(1986;1993)が提唱する異文化感受性(InterculturalSensitivity）
はそれら3つの要素の基礎を成すものとして多くの研修者から注目されている。

Be皿ett,M,』．（1986;1993）によると、異文化感受性は個人の文化的世界観

と同義であり、「文化差への順応を可能とするように現実を構成すること」である

と定義している。個人の文化的世界観が自文化中心主義的な枠組みから文化相対

主義的な枠組みへと発達的に変化していくことで、文化差に対する個人の認知、

感情、行動が変容していくと考えられ、例えば異文化に対する否定的なステレオ

タイプやカルチャーショックも発達の一過程であると述べている。そして、その
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感受性発達過程を6段階にモデル化したものが「異文化感受性発達モデル」

（DevelopmentalModeloflnterculturalSensitivity:DMIS）【図1】である。
自文化中‘,u主義の段階は、（1）「違いの否定」（Denial)、（2）「違いからの防

衛/逆転現象」（De企nse/Reversal)、（3）「違いの最小化」（Mimmization）から

構成されており、いずれも自文化の枠組みを基に文化差を規定しようとしている

点で共通している。「違いの否定」（Denial）の段階では、異文化は別世界のこと

として規定されているが故に、文化差に対する意識は殆ど発達していないが、「違

いからの防衛」（De企nse）の段階では、異文化をより身近で「危険なもの」とし

て規定しているが故に、防衛的な意識や行動が前面に表れてくる点で特徴的であ

る。同じ段階の「逆転現象」（Reversal）は、元々その個人が帰属していた文イヒ

に対する防衛反応のことであり、例えば長年海ﾀﾄ赴任をしてきた人等が帰国した

際に訴える母国への不適応がこれに相当する。「違いの最小化」（Mimmization）

の段階は自文化と異文化に共通点を見出し始める段階であり、一見すると文化相

対主義と同じように考えられるが、自文化と共通する点のみを評価し、異文化の

持つ独自性を評価しない傾向にあることから自文化中心主義の段階に位置づけら

れている。

文化相対主義の段階は、（4）「違いの受容」（Acceptance)、「違いへの適応」

（Adaptation)、（6）「違いの統合」（Integration）から構成されており、いずれ
も異文化の持つ独自性を認めている点で共通している。「違いの受容」

（Acceptance）の段階では、文化差を創造性の源泉として認め、文化の多様性を
肯定的に位置づけ始めているが、「違いへの対応」（Adaptation）の段階ではそこ

から一歩進んで自らの行動を意識的に相手文化に適応させ始める段階として位置

づけている。文化相対主義の最終的な段階である「違いの統合」（Integration）

は、自文化と異文化を統合して第三の文化を作り出す段階であり、この段階では

自文化と異文化の間を自由に行き来することが出来るとしている。

【図1】DMISにおける6つの発達段隙
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(坂田,2004:p､140）

1-3.異文化発達質問紙とトレーニング効果に関する研究

Hamme砥Bennett＆'Mseman（2003）が作成した「異文化発達質問紙」

（InterculturalDevelopmentInventory：IDI）（i）は、Bennett,M・』．（19861
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1993)が提唱するDMISにおける異文化感受性レベルを測定する為に作成された

ものであり、現在では信頼性の高い質問紙としていくつかの研究で用いられ始め

ている（Paige,2003)．。

例えばmak＆Martin（2003）は、ある大学で展開された「異文化フェアー」

（主にラテンアメリカ文化に関するフェアー）の効果をIDIで測定しており、参

加した学生の異文化感受性レベルがフェアー参加後は文化相対主義の方向に大き

く変化していたと報告している。その他にも、イーンターナショナルスクールで学

ぶ高校生の感受性を測定した研究（Stra肋n,2003)、アメリカの都市部、都市周

辺部、地方に住む中学校一年生を対象に感受性を測定した研究（Pederson,1998）

等があり、今後も広く用いられるものと思われる。

また、日本人に対してIDIを用いた研究としては、坂田（2004）が挙げられる。

坂田（2004）は日本人大学生124名にIDI（日本語版）と異文化体験セルフレボ

ートを実施し、（1）日本人大学生の異文化感受性レベルは「違いからの防衛」

（De企nse）の段階である、（2）欧米系の文化もしくは英語を用いる文化に対し

ては、「英語圏の文化は優れているが日本文化は劣っている」という「逆転現象」

（Reversal）を見ることが出来る、（3）「違いからの防衛」の原因となっている

ものは日本人大学生の異文化体験の浅さから来るステレオタイプである可能‘性が

ある、という結果を報告している。

IDIを用いたトレーニング効果の検証は今のところ始まったばかりであるが、

唯一Altshule鴎Sussman＆Kachur（2003）を挙げることが出来る。Altshule正

Suggman＆Kachur（2003）は24人の研修医を、（1）講義形式と実習形式のト

レーニング、（2）実習形式のみのトレーニング、（3）トレーニングなし、の3

つのグループに分け、IDIにより各々のトレーニング効果を検証している。結果

として、講義と実習形式を取り入れたトレーニングを受けた研修医の方が、（1）

「違いの否定」（Demal）と「違いの最小化」（Mimmization）を乗り越えて、（2）

「違いの受容」（Acceptance）や「違いへの適応」（Adaptation）へと感受性を発
達させていると報告していろ。

日本人に対する異文化トレーニング効果についての研究もいくつか行われてい

る。山本（2001）は自作した異文化シミュレーション”Rainbow血ssion?’の効

果を、（1）文化の多様性に重点をおいた授業と、（2）自己表現に重点をおいた

授業の間で比較検証しており、双方の授業で「異文化接触」に対する気づきやコ

メントが多かったのに対し、「自己観察」に関しては多様性に重点をおいた授業の

方がより効果的であったと報告している。また、末田（1994）およびHinkelman、

Tghikawa＆Gordon（1994）はバファー・バファー（BaFaBaFa）という異文

化シミュレーションの効果を測定しており、自己に対する気づきや異文化コミュ

ニケーションへの気づき等の点で効果があったとしている。特に、Hinkelman、

Ishikawa＆Gordon（1994）は、シミュレーション中およびデプリーフィング後

の変化を内容分析しており、その変化がDMISにおける発達段階とほぼ同じプロ

セスを辿っていると報告している。しかしながら、いずれの研究もあるシミュレ

ーションの効果を測定したものであることから、トレーニング全体の効果を測定

したものとはなっていないのが現状であろう。
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1-4.本研究の目的

本稿は、（1）IDIを用いて日本人大学生に対する多様性トレーニングの全体的

な効果を検証し、（2）より効果的な多様性トレーニングを構築していく為のポイ

ントを提示することを目的とする。これまでの研究では、日本人大学生を対象と

した多様'性トレーニングの全体的効果を測定した研究は行われておらず、本研究

が提示する結果はより効果的なトレーニングを設計していく上で非常に有用な基

礎的資料となるものと思われる。また、本研究をタト国語教育との関連で考えてみ

た場合、学習者の異文化感受性を発達させることで外国語運用能力も向上するこ

とが期待される（Bennett,Bennett＆Anen,1999）ことからしても、本研究は

重要な意味を持つと思われる。

2.調査の方法およびトレーニング概要

2-1．トレーニング実施時期および調査方法

今回分析の対象となるトレーニングは、徳島大学総合科学部に所属する2．3

年生32名を対象に、2003年8月5日から8月8日までの計4日間実施されたも

のである。トレーニングの総時間数は約30時間であり、すべての活動は日本語

を用いて行われた。なお、5名の参加者から提出されたIDI質問紙にデータの欠

損があった為、今回は27名の参加者（男性6名、女性21名）から提出されたデ

ータに基づき分析を行った。

参加者の異文化滞在期間に関しては、異文化滞在経験が全く無い被験者が27

名中18名と最も多く（66.7％)､ついで3ヶ月未満の被験者が27名中7名(25.9％)、

2年以上の被験者が27名中2名（7.4％）となっていたことから、全体的には直

接異文化に触れた経験が無いか、あったとしても比較的浅い経験であったと考え

られる。また、トレーニングの途中で参加者全員に対し「トレーニング終了後、

海ﾀﾄﾍの渡航予定があるか」という質問を投げかけてみたところ、参加者の中に

海外渡航を予定している者はいなかった。

トレーニングの効果に関しては、開始前と終了時の計2回IDI（Vbrsion2日本

語版）を実施することで測定を行った。収集したデータは専用のソフトウエアー

で分析され､後述する結果を得ることとなった。

2-2.トレーニングの基本コンセプトと目的

今回のトレーニングにおける基本コンセプトは、（1）日本国内での多様な文化

に対応する能力を育成し、（2）そこで育成された能力を異文化とのコミュニケー

ションに応用する、という2点に集約される。

確かに、日本国内における文化差は海外との間に存在する文化差と比較して小

さいものであり、海ﾀﾄの異文化と対時する際には、言語の相違、コミュニケーシ

ョンの不確実性、摩擦度、それに背景情報とコミュニケーションスタイル等で問

題が生じる可能‘性が高い（マツモト,2002:pp､200-205）ことは確かであろう。従
って、国内外における異文化コミュニケーションを同一のものとして捉えること

は出来ないが、例えば仕事の都合上日本国内で転勤する場合であっても、転勤先

で用いられる方言やコミュニケーションスタイルの違いから生じる不確実性や摩
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擦は起こりうるものであり、国内の転勤先で学習した異文化適応プロセスを必ず

しも海外との文化差に応用できないという訳ではない（バーグランド,2003)。

加えて、今回の参加者の異文化体験度とトレーニング後の渡航予定を考慮して

みると、（1）参加者の海外体験が比較的浅いものと推定されるが故に、日本国内

における文化差を基点としてトレーニングを構成した方が参加者にとって学習内

容がよりリアルになると思われる、（2）参加者すべてがトレーニング終了後も日

本に滞在する予定となっていることから、海ﾀﾄだけでなく日本国内における多様

な文化にも対応することに主眼をおいた方が参加者の学習動機を形成しやすいと

いった教育上の利点も考えられることから、前述の基本コンセプトを基にトレー

ニングを設計することとした。

今回のトレーニングでは異文化に対するステレオタイプを中心に内容を構成し

た｡ステレオタイプは「自分の文化以外の文化に属している人たちに対する判断、

信条、意見を一般化すること」（マツモト,2002:p,43）と定義されるが、（1）個

人が外界の事象を認知する際に行うカテゴリー化と共通する点が非常に多いこと

【図2】トレーニング前、l全体結果
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から、国内ﾀﾄにおける異文化コミュニケーションで頻繁に起こり得るものである

（2）同時に、ステレオタイプは異文化に対する偏見や差別を形成する原因とな

り得るものである（Bennett,M・』.,1998:p､6；川端2001)、という理由からステ
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レオタイプをトレーニングの主題として取り上げることにした。

前述したように今回のトレーニングは4日間の集中講義形式で実施したが、全

体的な活動内容としては、ステレオタイプに対する認知面、感情面、行動面での

変化を促す為に、（1）自文化に対する気づきを高める活動【1日目】、（2）ステ

レオタイプの構造と影響を知る活動【2日目】、（3）ステレオタイプから脱却す

る方法を知る活動【3日目】、（4）ステレオタイプから脱却する方法を体験する

【4日目】を取り入れた。具体的なシラバスを別紙に示すので、参考として頂き

たい。

3．結果および考察

3-1.mlから見るトレーニング効果

3-1-1．全体的な感受性の変化とその原因

【図2】および【図3】はトレーニング前

ている。

【図3】トレーニング後IDI全体結果
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【図2】を見ると、トレーニングを実施する前の段階では参加者が到達して、

ると期待する感受性レベル（ProflePS）は「違いへの適応」（Adaptation）に到
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達しているが、実際の感受性レベル（ProfileDS）は「違いからの防衛・逆転現
象」（De企nse/ReverSal）にとどまっていることが分かる（ii)。坂田（2004）が
同大学の学生に対して実施した調査でも同様の結果が報告されていることから、
基本的に日本人大学生は異文化を「自らの文化を脅かす危険な存在」や「日本文
化よりも優れた存在」といった枠組みで認識していると考えられる。
【図3】はトレーニング終了時の結果を表したものである。参加者が期待する
感受性レベル（Prof1ePS）は【図2】とさほど変化は見られないが、実際の感受
性レベル（PromeDS）は「違いからの防衛・逆転現象」（De企nse/Reversal）を
越えて「違いの最小化」（Minimization）に達していることが分かる。「違いの最
小化」（Mimmization）の段階は異文化との間に共通点を見出し始めている段階
であり、今回のトレーニングを通して参加者が「人間としての共通性」といった
視点から自らの文化的世界観を再構築し始めていることが分かる。
次に、感受性変化の原因を見る為に【図2】および［図3】の下段（Wbrldview
Prome）に示されている5つの棒グラフ（DDScale,RScale,MScale,AAScale
およびEMScale）を基に分析を行うことにする（iii)。
【図4】トレーニング前IDI結果(DDScale＆RScale）
IDI画く0FⅡEかZ004IETPnper(1-2）
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【図2】のWOrldviewProfileを見ると、DDScaleとEMScaleは解決済み
（Resolved）のレベルに達しているが、RScale,MScale,AAScaleは過渡的状
態（I､｡、?ansition）にあることが分かる。これらの結果を見る限りでは、参加者
の感受性が「違いの統合（Integration)」のレベルに到達しているようにも思え
るが、異文化感受性が「違いの否定」（Denial）から「違いの統合」（Integration＞
に向かって段階的に発達していくもの（Bennett,M､J・’1986;1993）であること
を考えれば､【図2】のようにEMScaleが解決済み(Resolved)であってもRScale
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やMScaleに何らかの課題が残されている状態（つまり、過渡的状態

（In-Transition））であれば、感受性レベルは「違いからの防衛・逆転現象

（Defense/Reversal)」もしくは「違いの最小化」（Minimization）として判断さ

れることになる。以上のことから、今回のトレーニング前における感受性レベル

が｢違いへの防衛・逆転現象」（Defbnse/Reversal）にとどまっているのは、RScale

とMScaleに何らかの課題があることが主な原因であると考えられる。

一方、【図3】を基にトレーニング後におけるMScaleとRScaleの状態を見

てみると、MScaleでは殆ど変化が見られないがRScaleに関しては若干の伸び

を見ることが出来る。このことから、今回全体的な感受性の発達をもたらしたも

のはトレーニングを通して逆転現象（Reversal）を多少なりとも解消出来たこと

に起因すると考えられる。

3-1-2.各尺度における変化

ここでは、【図2】および〔図3】のWbrldviewProfleで示された5つの尺度

における変化を詳細に見ていくことにする。

pDDScaIeおよびRScaIeの変化

【図5】トレーニング後IDI結果(DDScale＆RScale

ml四0FⅡEわr20041ErPaperC-2）
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【図4】および【図5】を基にトレーニンク、前・後におけるDDScaleとRScale

の変化を見てみると、すべての項目でプラス効果があったことが確認出来る。こ

のことは、本トレーニングが参加者の感受性を「違いの最小化」（Minlmi夙月tion）

に向けて発達させていく為の基礎を強固にし、参加者が「人間としての共通性」

等の視点から自らの文化的世界観を再構築していく為のよりしっかりとした土台
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を提供する上で効果があったことを示すものである。

しかしながら、今回のトレーニングではRScaleを解決済み（Resolved）の段

階まで伸ばせなかったことは確かであり、今後トレーニングを準備する際に対応

を考える必要があると思われる。

pMscaIe,聖廻scaIeおよびEMscaIeの変化
【図6】、【図7】を基にMScale,AAScale,EMScaleの変化を見てみると、M

Scaleでは殆ど変化が見られないがAAScaleとEMScaleでは明らかな伸びが確

認出来る。MScaleに殆ど変化が見られないということは、別の言い方をすれば

トレーニング後も異文化との共通性を見出すことに依然として課題が残っている

ということであり、今後トレーニングを準備する際に対応を考える必要があると

思われる。

AAScaleの伸びに着目すると、AcceptanceClusterとAdaptationClusterの
すべての項目で得点が上がっていることが分かる。しかしながら、この結果をプ

ラスの効果と評価するかどうかは議論が分かれると思われる。「違いの受容罫

（Acceptance）や「違いへの適応」（Adaptation）の基盤となるMScaleが過渡
的状態(In-nansition)であることから、たとえAAScaleが解決済み(Resolved：

のレベルに達していたとしても、実際のコミュニケーションの場面で文化差を受

け入れたり文化差に適応したりすることは出来ないと考えられる。今回明らかに

【図6】トレーニング前、l結果(MScale,AAScale＆EMScale）
IDI皿0FⅡEかZ0041ErPnp“(1.3）
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なったAAScaleの伸びを肯定的に評価するとすれば「参加者に目標や目指すべ

き方向性を与えた」と言えようが、その基盤となる「違いの最小化」

（Minimization）を十分達成できていないことを考えれば、今回のトレーニング

は「絵に描いた餅を作り上げた」とも評価出来る。AAScaleに対するトレーニン

グ効果に関しては今後再検証をする必要があるて・あろう。

一方、EMScaleにおいてもある程度明らかな伸びが見られるが、これは文化

と自己の関係が明確化されたことで文化的アイデンティティーが安定したことに

起因すると推察される。EMScaleに対応する「閉じ込められた辺境性」

（EncapsulatedMarginality）は本来2つ（もしくは複数）の文化間でアイデン

ティティーが揺らいでいる状態を示すものであり（Bennett,』.M・’1993)、例え

ば日系外国人等の場合に比較的よく見られる現象である。今回のトレーニング参

加者の異文化体験度を見ても日系外国人と同程度の異文化体験を有しているとは

考えにくく、むしろトレーニングを通して自文化を再認識したことで文化的アイ

デンティティーが安定した（つまり、EMScaleが更に上がった）と考える方が

妥当であろう。

ここまで述べてきた内容を今回実施したトレーニングの効果に絞ってまとめて

みると、（1）全体的な異文化感受性レベルを「違いからの防衛・逆転現象」

（De企nse/Reversal）から「違いの最小化」（Minimization）へと引き上げるこ

とが出来た、（2）その感受性の伸びはトレーニングにより逆転現象（Reversal）

を多少軽減出来たことによるものであろう、また（3）今回のトレーニングによ

り参加者の文化的アイデンティティーを安定させることが出来たと推察される、

【図7】トレーニング後IDI結果(MScale,AAScale＆EMScale）
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という3点にまとめることが出来るであろう二

3-2.効果的なトレーニング設計

3-2-1.トレーニングの目標設定

DMISでは異文化感受性が段階的に発達する（Bennett,M・』.,1986;1993）と

していることから、トレーニングを設計する際には事前に参加者の感受性レベル

を予測し、予測される感受性レベルの次の段階に向けてトレーニングを構成する

ことが基本的方向性として妥当であると思われる。AAScaleの分析（3-1-2.）で

述べたように、基礎が出来ていないにも関わらず非常に高いレベルの感受性を伸

ばすことを目標としても、所詮「絵に描いた餅」を作り上げることになりかねな

いというのがその理由である。例えば、今回の参加者のように感受性レベルが｢違

いからの防衛・逆転現象」（De企nse/Reversal）にあることが予測されるのであれ

ば、参加者の感受性を「違いの最小化」（Minlmization）に引き上げることをト

レーニング全体の目標をして設定することが必要となるであろう。

3-2-2．「違いの最小化（Minimi夙月tion)」を伸ばすヒント

では、今回の参加者の異文化感受性を「違いの最小化」（Mimmization）へと

より効果的に伸ばしていくヒントとしてはどういうものがあるのだろうか？今回

のトレーニングにおける反省点を基に考えてみることにしたい。
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ロ逆転現象侭eye応α〃への対応

本来、逆転現象（Reversal）は長期間異文化に滞在した人が元々所属していた

自文化を卑下したりする際に見られる現象である（Bennett,M,』.,1986;1993）

ことから、今回の参加者のように異文化体験があまり無い人々には見られないは

ずである。しかしながら、坂田（2004）も同様の結果を得ており、逆転現象

（Reversal）は日本人大学生に頻繁に見られるものとして捉えていく方が妥当で

あると思われる。

坂田（2004）は日本人大学生に見られる逆転現象（Reversal）について被験者

からの異文化セルフレボートを基に「英語信仰・欧米文化主義」の視点から以下

のように分析している。

「英語」を軸に世界を二元化し、「英語圏に代表される異文化」を価値ある文化と

して「自文化を含む非英語系文化」を相対的に価値の低い文化として見る傾向は、

学生だけでなく日本人全体に見られる現象である。そして、この日本人に見られる

拝」的価値指向がDMISの逆転現象として現れていると考えられる。

（坂田,2004:p､153）

して、そ

日本人大

「英語崇

「英語」という言語を中心に今回のトレーニングを見た場合、今回は文化相対

主義に対応した講義とディスカッションを4日目に展開したのみであり（別紙参

照)、言語相対主義についての活動は取り入れていない。日本人大学生の多くに逆

転現象（Reversal）が広くみられ、その根幹に「英語に対する'憧れ」といった感

情が関わっているとすれば、何らかの対応をする必要がある。今後のトレーニン

グでは、例えば「世界の英語という視点から日本人の英語を考える」や「英語に

無い日本語の美しさを考える」といった活動を取り入れてみたいと考える。

また、「欧米文化主義」についても今回のトレーニングでは取り立てて対応を取

っていないが、この点に関しても何らかの活動を取り入れるべきであろう。今後

のトレーニングでは「アジアの文化のすばらしさについて考える」や「伝統芸能

を通して日本文化のすばらしさについて考える」等の活動を取り入れることで対

応をしたいと考える。

。M此aIeを伸ばす為の活動

今回のトレーニングでは「違いの最小化」（Minimization）に対応したMScale

を十分に伸ばすことが出来なかった。本研究はその理由を明確にするまでには至

っていないが、参加者の異文化体験度が浅いと考えられることやトレーニングで

直接海外の文化を体験する機会が無かったことを考えれば、異文化との共通点を

リアルに経験出来なかったことがMScaleを伸ばせなかった原因の一つとして推

察されるであろう。

MScaleを伸ばす為の方針として、Bennett,M､J・（1986；1993）はすべての

人間が共通して求めるもの（例えば、安全や成功等）を得る為にお互いが協力す

ることを挙げているが、必ずしも安全や成功を求めることが人間すべてに共通し

ているとは限らない。例えば、食事や民族衣装、音楽等はどこの文化にも存在す

るものであり、これらを共有することでもMScaleをかなりの程度伸ばすことが
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出来るとも考えられる。今後のトレーニングでは、異文化との共通点をよりリア

ルに経験させるために食事や音楽等をテーマに日本文化や海外の文化を体験・共

有するような活動を取り入れていきたいと考える。

4.まとめ

本研究では、（1）日本人大学生を対象に実施した多様性トレーニングの効果に

ついてIDIを基に検証を行い、（2）より効果的なトレーニングを構築する為の

ポイントを提示することを目的に研究を行った。効果に関しては、参加者の異文

化感受性が「違いからの防衛・逆転現象」（De企nse/Reversal）から「違いの最小
化」（Mimmization）へと発達していることから、今回のトレーニング自体はあ

る程度効果があったと思われる。今後より効果的なトレーニングを展開するには、
日本人大学生に見られる「英語信仰・欧米文化主義」に対応する活動や異文化と

の共通点をリアルに経験出来るような活動を取り入れることが必要と考えられる。
異文化との共生が求められている今、文化差に対してどう対応するか、そして

その為に求められる実践的能力をいかに育成していくかという課題は非常に重要

な意味を持つ。本研究は、英語教育を含む外国語教育ではなかなか取り扱えない

「異文化との共生｣に関わる教育実践を検証した点で大きく評価出来るであろう。
しかしながら、今後の研究で解決すべき課題も多い。例えば、今回のトレーニ

ングは「日本国内の文化差に対応する能力を育成し、そこで培われた能力を異文

化に応用する」という基本コンセプトに沿って構成されているが、「では、実際に

海外の異文化とうまく接することが出来るようになったのか？」という点につい

ては検証されていない。今後の研究では、例えば「異文化に対応する能力を育成
し、そこで培われた能力を日本国内の文化差に応用する」といったコンセプトで

作られたトレーニング等と比較検証する必要があるであろう。また、、今回の研究

では参加者からの異文化体験や各エクササイズ等に対する感想を分析の資料とし

て用いていないことから、トレーニングを受けた参加者への効果をエクササイズ

別に検証出来ていない点で疑問が残る。今後はエクササイズレベルでのより詳細
な効果を測定していくことも求められるであろう。

注
り
く
く mIの利用に関しては､事前にライセンスを取得しておく必要がある｡ライセンス取得につ

いての詳細情報は､InterculmralCommunicationmstimte(ISI)のホームページ

(http:"Wwwbmtercultural､oIg/idi/idi・html)を参照してもらいたい｡なお､、lの質問項目は
ライセンス上提示出来ないことを付記しておく。

、Iの結果からDMISレベルを判定する際には､ScalesではなくDmenSionsを基に判断

する｡詳細については､坂田(2004)を参照してもらいたい。

【図2】および【図3】の下段(恥rldviewPm鉦e)に示されている5つの棒グラフは､Pro団e

DSで示される結果をより詳細に示したものである｡それら5つの尺度とDMISとの関連を

概説すると､(1)DDScaleは｢違いの否定｣(Denial)と｢違いからの防衛｣(Defense)に、（2）

RScaleは｢逆転現象｣(Reversal)に、(3)MScaleは｢違いの最小化｣(Minimi亥ation)に、

(4)AAScaleは｢違いの受容｣(Acceptance)と｢違いへの適応｣(Adap随tion)に、(5)EM
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Scaleは｢違いの統合｣(Integration)の｢閉じ込められた辺境性j(Encapsulated
Malgmality)に対応している｡詳細は坂田(2004)を参照してもらいたい。
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(別紙）トレーニングｼﾗパス

【1日目】自文化に対する気づきを高める

｢自分を知ろう．

｢自分のルーツを探索しよう

｢文化って何？．

エゴグラムを用いて自己分析を行う。

エゴグラムの結果を振り返り､これまでの生活･文化体験が
現在の自己に与えてきた影響を考える‘

これまでに体験してきた生活･文化体験が個人の知覚･認
知･行動に大きく与えるものであり、日本文化の中にも多
様な文化があることを知そ

【2日目】ステレオタイプの構造と影響を知る

｢違いに対する反応」

｢ステレオタイプと文化の構造

｢学習スタイルと文化の影響．

言語シミュレーション｢Redmdancia｣を用いて､発話方法

による違いからどのような印象を抱くかについて体験する‘

文化を｢氷山モデル｣を基に構造化し､深層部分の文化的
違い(例えば､時間感覚の違いやコミュニケーションスタイ
ルの違い)がどのようにしてステレオタイプを作り出すのか
について学ぶ。

学習スタイル質問紙を用いて個人の学習スタイルを把握
し､家庭や学校などでの学習体験がどのように個人の学
習スタイルに影響を与えてきたかを考える‘

【3日目】ステレオタイプから脱却する方法を知る

｢ステレオタイプからの脱却法

｢価値観と承認

｢他の人から見てみると…」

D正法(Desc面be,InteIpret＆Evaluate)を基に、自らの主
観的判断を一旦停止し､客観的な視点から判断をする方
法について学ぶ‘

グループシュミレーション｢ワニの河｣を用いて価値観の衝
突を体験し､事後のディスカッションで異なる価値観を承
認することの大切さを学ぶ。

コミュニケーションスタイル診断紙を用いてControⅡe喝
Analyz“Promot“Suppo並erの4グループに参加者を分
け､他のグループから所属するグループに対する印象を
聞くことで、自らを客観的に見つめ､異なる人々とのチー
ム意識を持つことの大切さを学ぶ‘

【4日目】万レオタイプから脱却する方法を体験する

｢ステレオタイプからの脱却法

｢アルバトロス．

3日目に提示したｽﾃﾚｵﾀｲブからの脱却方法(D肥法、
承認､チーム意識)を再確認する‘

異文化シミュレーション｢アルバトロス｣を通して､全く自分
たちと異なる文化と遭遇した場合に抱く感情やステレオタ
イプを体験し､各個人が3つの方法をうまく使うことが出来
たかについて考える〈
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放送教本『初等国語講座』について

幹舎工暑“主号号｡1秒卦"｡I暑訓ﾉ9

上田崇仁

‐8-Qキ

塾ｽ咽引91号｡1(望暑｡1)五号｡11剖岩卦ヱヱ号ql。}q斗斗'二1呈号斗号赴工号呈蝕

鍬叫．。1契号1936'do1入1Z卜訓到1945恩外ｽ1刈舎穀叫．普舎91’H号名スl号外ｽ1手

呈ヱ斗剖号葵号午叡叫岩。1号呈剖暑噌｡1鍬r：1．．斗ｽ1吐2005'39望｡1斗ﾌﾄヱ電｡11

剖呈斗赴召斗，刃ﾌ脚註君91五斗八1フト蝕斗若裂｡1萱餓叫．墓砦暑｡1入1告1943

'dgl討舎迅斗到号2号号日1逗乱喧剖ユ酬号91哩卦斗ユ喧卦g1．1号号召呈赴

斗．

0．はじめに

社団法人朝鮮放送協会が、当時日本の植民地であった朝鮮半島においてラジオ

を利用した「国語講座」の放送を開始したのは、1936（昭和11）年のことであ

る。1936年には、内地で2．26事件が勃発している。朝鮮では、南次郎が新しい

総督として赴任した年にあたる。彼の治世下では、創氏改名、志願兵制度の導入

が行われた。ラジオ「国語講座」は1945年の終戦まで継続していたことが当時

の新聞のラジオプログラム欄からうかがえる。

筆者は、平成15年度より、文部科学省の科学研究費補助金を受け、日本植民

地で放送された語学講座「国語講座」について調査を進めてきた。

上田（2002）で示したように、植民地朝鮮で放送された語学講座の中で「国語」

は最後発の番組であった。「国語」講座が最後発番組となった理由について詳細に

検討するための材料が不足しているが、次の3つの要素が大きく関わっていると

考えられる。それは、「朝鮮人世帯へのラジオ自体の普及率｣、「朝鮮人における「国

語」普及率｣、「建前的な「国語」教育ではなく、徴兵や徴用に備えた実質的な「国

語｣教育の必要性の高まり」である。この3つの要素がある程度整った時期が1936

年という時期になったのではないかと推測している。

本稿では、この要素のうち、第三の要素について検討を加えたいと考えている。

その手がかりとなるのは、ラジオ「国語講座」の二つのテキストである。毎日申

報に1943年2月から掲載されたテキストの抜粋と、2005年9月長野県駒ヶ根市

の市立図書館で発見した『放送教本初等国.語講座』」である。前者は1943年2

月に放送されていたものであり、後者は1943年12月に発行されたものである。

前者が新聞に掲載されていた抜粋で、後者はテキストの実物であるということか

らもわかるように、この両者から得られる情報量が異なっているため、すべてを

比較検討することはできない。

そこで、ここでは両者の新出語棄の比較とそこに見られる変化、その理由を中

'､uに検討を進めたいと思う。

1．『毎日申報』掲載のテキスト抜粋欄に見る概要
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『毎日申報』掲載のテキスト抜粋欄は、その形態から2種類の番組が連続して

掲載されていると考えるのが妥当であろう。一つは、2月12日の第22日から

掲載されたもので、こちらは『初等国語教本』と書かれていることから、先に挙

げた『初等国語講座』のテキストであることが推測できる。一方、4月7日から

掲載されたものは､表記がひらがなによる歴史的仮名遣いになっていることから、

別の番組、「国語会話の時間」のテキストではないかと考えられる。

ここでは、まずその二つを区切る形で概要を抑えておきたい。

①初等国語講座

新出語棄のみを整理したが、1で示した語棄と極めて対照的であることがわか

る。この問題については後ほど検討する。

②『国語会話の時間』
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22課 四方ニシキタヒガシミナミ

23課 不明

24課 不明

25課 曜日銀行魚ツリ土曜日一週商売遠足

32課 冬以上鏡氷スベリキセツ景色銀世界

33課 アイサツ冷水マサツ新体制習慣健康法来年

34課 病気昨日頭痛鼻ジル熱涙食欲薬

35課 昼ヨナベ職場イソガシー夜

36課 職人熱ぺ』年功オ積ムオソラク骨ガ折レルシンボー

37課 電車コミアッテタイテイ爽‘快乗物カエッテ人通リガ

スクナイ

38課 床屋ヒゲカミリョーキン御苦労サン

39課 風呂ヌルイセナカオカゲサンデチョード水オウメル

石鹸

40課 手紙硯筆墨便菱

41課 郵便局郵便函矢張切手受取証

42課 市日買ウ人石首魚鍋売ル人市場海産物シチリン

43課 シャツヨイ品クツシタ－足茶色オツリ

44課 動物園猿猛獣象虎穀物

4月7E いただきますごちさ
‐

Ｐ
ｊ

ちやわんおわんさら

さまおそまつでしたおぜんはI

4月9E ごめん下さいいらっしゃいませさようなら御主人奥様

坊ちゃんお嬢さん

4月12日 いってまゐりますいっていらっしゃいただいまおかへりな
q

‐

も ぃ いらっしゃいます学校幼稚園役所
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4月14E 乗る降る停留場車掌切符乗換券

4月16E これはいくらですかありますか下さい高い安いおつり

4月19E 水2
、

Ｐ
・
』

防空がう

火たたき砂とびぐちむしろもんぺゲートノI

4月21E 春になりました春風が吹く花が咲く美しいれんげうさ

くらつぼみ

4月23E 野原山歩く遠足摘草よもぎすみれたんぽIヨ

4月26E 畑耕す種蒔く苗植ゑる鍬日当I

4月28E 天長節おめでたう国旗お祝ひ神宮神社おまゐり式

4月30E 今月のおさらひあいさつかひものでんしや季節

5月3E 数かぞへる幾つ倍半分がぞへ方

5月5E 時計時間午前午後時・分・秒半何時ですか

5月7E 暦一年一週間ついたち昨日今日明日明後日

5月10E これそれあれここそこあそこ

5月12日 どれどこどちらどなた誰何

5月14日 わたくしあなた僕君お前あの方みんな

5月17日 裁縫縫ふ裁つはさみものさし針糸鐙

5月19日 料理炊く煮る焼く釜鍋包丁姐板

5月21日 掃除はくふくはうきはたきちりとりざうきん

5月24日 洗濯洗ふ濯ぐ
智

干す乾く石鹸

5月26日 海軍記念日ぐんかんひかうき軍人ゐもんぷくろゐもん

ぶん

5月28日 着物たび上衣下着帽子着るはくかぶる

5月31日 今月のおさらひ数時間こよみ場所呼び方裁縫料理

6月2日 方角四方東西南北

6月4日 空日月星雲日の出夕焼

6月7日 家族親父母兄弟姉妹

6月9日 親戚をぢをばいとこ先生友だち知り合ひ

6月11日 育てる行儀ならふ言葉づかひ

6月14日 郵便局郵便函てがみはがき切手書く出す

6月16日 電報小包為替書留送る

6月18日 税を納める貯金国債節約銀行あづける

6月21日 ありがたうおそれ入りますすみませんどう致しまして借

りる返す

6月23日 しますしませうしましたしませんですでせうでしメ

6月25日 なさぃしてください
～1

、 ら んなさいねがひますよるI

ざいますかまひませんしなければなりません

Ｐ
ｊ
Ｊ

～寺

、

6月28日 夏暑い日傘単衣
句

｡

ちは扇子

6月30日 今月のおさらひ方角家族郵便貯金

7月2E 色赤い白い黒い青い黄色

7月5日 硯墨筆紙習字



7月7E

7月9E

6月12日

7月14日

7月16日

7月19日

7月21日

7月23日

7月26日

7月28日

7月30日

8月2日

8月4日

8月6日

8月9日

8月11日

8月13日

8月16日

8月18日

8月20日

8月23日

8月25日

8月27日

9月1日

9月3日

9月6日

9月8日

9月10日

9月13E

9月17E

9月20E

10月1E

七夕星祭織女星牽牛星

勉強予習復習よむかくおぼえそ

決して必ずどうしてもきっともしもちっとももつと

たちまちやうやくなかなかとうとう だんだん

するされるさせるしてもらふしてあげる

作物稲牟岐穂き
画

り茄子稔屠

海波沖岸港砂浜

湖池川泳ぐ 漕ぐ船

仕事はたらくてつだふぬひものせんたくくさかり

鍬鋤鎌掘る耕す刈る

今月のおさらひ色習字勉強仕事作物

人男女大人子供

からだあたまかほ手足背中お蕨

朝昼夜明ける暮れる起る寝る

乗りもの自転車自動車電車汽車乗る降りそ

行く来る帰る遠い近い

歩く走る通る早い遅い

部屋
ー

涙 障子天井床窓

机椅子箪笥棚鏡台

家畜牛馬鶏豚

見舞病気躍る癒るお加減はいかがですか

訪ねるごめん下さいいらっしゃいませお入り下さい

尋ねる道まっすぐまがるおそれ入ります

言ふおっしゃる聞く伺ふ

行く来る居るいらっしゃるおいでになる

光明るい暗いあたたかいつめたv

行行儀親切正直

高い低い広い狭い重い軽l’

一昨日昨日今日明日明後日

何処へ何処から何処に何処で何を何が

航空日空飛ぶ飛行機落下傘

食べる飲む頂く召上がそ

それぞれの課で取り扱われている項目を見ると、トピックシラバスもしくは場

面シラバスに配慮した構成になっていると思われる。もちろん、6月23日、6

月25日、6月12日、7月14日、7月16日、9月1日、10月1日に見ら

れるような文法シラバスでの整理も行われている。実際のテキストが入手できる

前に番組内容について軽々に論じることはできないが、朝鮮で放送されていたプ

ログラムは、それぞれ異なった目的を持っていた可能性が高い。

2．『放送教本初等国語講座』の概要
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本稿では、先に述べたようにラジオ講座のテキストに取り上げられた語棄につ

いて検討していくが、その前にテキストを完全な形で確認できた『放送教本初

等国語講座』の概要を確認しておきたい。

以下の表は、科のタイトルと新出語粂及び新出文型について整理したものであ

る。新出文型については、筆者が抜き出した。

課 課のタイトル

1 ニッボン

2 テンノウヘイカ

3 カミサマ

4 コクミン

5 カゾク

6 ムラ

7 アイコクノ、ン

8 ダイトウアセンサ

ウ

9 グンジン

新出語棄（補充語）

日本、日本人、寓歳、国旗

国旗掲揚、日ノ丸ノ旗、国

家、君ガ代、紀元節、天長

節、明治節、新年、此、今

E

天皇陛下、皇后陛下、勅語

宮城、宮城遥拝、緒、見エ

ル、有ル

神様、神社、神社参拝、オ

詣、鳥居、御手洗、拝ム

柏手、神棚、大麻、オ似

祭、為ル、打ツ、何、彼

国民、皇園臣民、男、女

大人、子供、農夫、漁師

商人、産業戦士、貴方、居

ル

家族、家、父、母、祖父

祖母、，兄、姉、弟、妹、叔

父（伯父)、叔母（伯母)、

従兄弟（従姉妹)、子、羽
?

祖先、方、誰

、

村、面、面長、面事務所、

町、畢校、駐在所、郵便局、

金融組合、銀行、含社、伯

ム、言う、名、興中、隣

愛国班、班長、班員、常含、

最敬捜、獣祷、申合事項、

皇国臣民ノ誓詞、大詔奉戴

日、何蔑、今朝、集ル、移

ル

大東亜戦争、軍隊、陸軍

海軍、兵器、戦車、大砲

飛行機、軍艦、潜水艦、勝

ツ、敵

朝鮮、徴兵制、施ク、来年
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新出文酋

NはNです

Nが見えます／有ります

NをVます

疑問詞「何」及びそれに科

う疑問文と答え

Nがいます

疑問詞「どなた」「誰」及び

それに伴う疑問文と答え

連帯修飾古

へ,といいます

Nは（場所）の（位置）に

ありまず

動詞の過易

NにVます

複合助詞（取り立て詞卜

Nになります



10 バウクウ

11 バウテラ

12 カラダ

12 ケンカウ

14 スマイ

15 カク

徴兵検査、少年飛行兵、海

軍特別志願兵、立派ナ、軍

人、千人針、送ル、慰問袋、

兵隊サン、有難ウ、（兵役、

入誉、入隊）

訓練警戒警報、防空、用鴬

出来ル、白イ旗、赤イ旗、

水、水槽、砂、錘、火ﾛI

梯子、鳶口、訓練空襲警報、

凝令、敵機来襲、爆弾投下、

焼夷弾投下、年寄り、防空

壕、避難、解除

壁、耳、障子、目、間諜

何虚、秘密、話、役所、工

場、書物、下書、無闇、捨

テル、紙屑、探る、物、始

末、防諜、銃後、戦、油断 ‘

大静

身篭、強イ、鍛ヘル、御奉

公、姓要、ラジオ髄操、頭

廻ス、運動、手、伸バス、

足、拳ゲル、背中、箕直グ、

胸、張ル、歩ク、（顔、息

ロ、頚、腹、背中、腕、腰

膝、指、骨、血）

衛生、丈夫、飲物、喰物

着物、住居、清潔、毎日

規則、正シイ、暮ス、健康

病気、確ル、赤痢、チフス、

恐口シイ、博染病、稼防注

射、風邪、悪イ、咳、熱

特二、（蕊、肱、義生、早遼

キ、深呼吸、催温計、胃病）

岡、部屋、日、営ル、屋根

藁葺、窓、山、川、庭、柿

木、梨、鳳仙花、花、咲ク

パカチ、土塀、裏、井戸

隣、門
一

戸 開ケル、入ル

(塀、垣根、瓦葺、柱、障

子、便所）

机、字、書ク、椅子、腰掛

ケル、本、讃ム、箪笥、鏡
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NをVましよう

Nはできます

NがVされます

(場所）にNがあります

Nで（具格）

V（辞書形）＋に（も）

Vて、～

Nにします

そうすれ1ｺ

Vやすい

Vたり

Vとき

Vています

尊敬（られる：

謙譲語

Vてから、～



16 キモノ

17 サイホウ

18 センタク

19 シヨクジ

20 ダイドコロ

21 カヒモノ

22 ミオクI

畳、髪、直ス、宅、参ル

膳、片付ケル、放送、稲

受信機、目盛り、波長、家

具、扱う

揃ヘル、園民服、上衣、下

袴、槻衣、戦闘帽、脚紳

朝鮮服、和服、持ツ、補衿

下着、羽織、帯、浴衣、避

季服、靴、下駄、履ク

裁縫、仕事、縫ふ、針、謁

丸、物差、反物、寸法、計

ろ、鉄、裁つ、線、通す

軍物、裏、袷、綿入れ、綿

験、伸す、鐙

今日、天熟、洗濯、洗濯物、

浸ス、石鹸、洗う、苛性ソ

ーダ水、煮ル、石、載セル、

洗濯棒、叩ク、灰汁、使う

垢、落ル、濯グ、紋ル、伝

時

御飯、呼プ、朝飯、頂ク

出征、蔭膳、味噌汁、副食

物、潰ケ物、茶、御馳走様、

御群営、米、琴、男
一

豆、

味噌、醤油、砂糖、肉、魚

野菜、果物、粥、隈鈍、代

用食、重飯、夕飯、茶碗

椀、皿、箸、匙

畳所、釜画 炊ク、七輪、鋸

火鉢、薬篭、湯、沸ス、竃

薪、燃ヤス、炭、使ウ、温

突、無煙炭、道具、キチン

ﾄ、整頓、暗闇、間違ヘル

薪、節約、焚口、工夫

御免下サイ、白菜、イクラ

匁、銭、大根、貫、入用

ダケ、結構、合セル、取ル

釣銭、左様ナラ、毎度、有

難ウ

一緒、見送、汽車、私達

乗ル、乗合自動車、邑、騨

切符、枚、一列、蚊プ、静
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Vつもりです

Vてください

な形容言

Vためにへ

Vておきます

引用の「

Vていらっしゃいます

Vてあります

Vようにへ

疑問詞「いくら」及びそオ

に伴う疑問文と答え

単b

Vに行き

～ので

Vことに

ます

しま す
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カニ、時、出ル、時間、騨

前、停マル、降ル、待合室

軍服、姿、オ目出度ウ、祝

菖歳、送ル、動ク、邑内

夕方

(時間）にVます

受け身

23 アイサツ オ早ウ、天桑、一日、元気

働ク、今日ハ、今晩ハ、急

シイ、良ク、イラッシャル

上ル、皆サン、揃う、始ノ

ル、終ル、オ寝ミ

無し

24 ミチヲタヅネル 一寸、伺う、番地、遇、何

方、申ス、角、右、曲ル

箕直、薬屋、左

Vと、～

25 ﾉ、ウモン 待ツ、大層、長イ、間、街

無沙汰、後、愛リ、元乗

思ハズ、時間、御邪魔、伝

フ

敬語（特殊な形：

26 テガミ 手紙、拝啓、樫、咲ク、ス

ツカリ、春、宅、開拓村

安',u、今度、卒業、是非

暫、見習、遣ル、都合、数

何、知ラス、殿

無し

27 イウビン 宛ル、出ス、便菱、書ジ

封筒、入レル、切手、貼ル

郵便箱、返事、急グ、支度

郵便局、電報、打ツ、頼信

紙、朝、貴地

命令死

28 カノ、セ 金、世話、費用、為替、組

ム、料金、願う、書留

～は～に～を送ります

29 デンワ

承

昨日

満州

半、

、
、
、

一
ノ
Ｅ
』
戸
に

構
明
午

先日

此方

孫定

、
、
、

碧
翫
叩
刻
ソ

電
内
凝
知

V予定です

30 テンキ 空、晴レル、雲、風、ソヨ

ソヨ、吹ク、翁持、仕事

面白イ、運ブ、黒イ、雲

‘

●

冷イ、雨、降ル、夕立、稲

妻、光ル、雷、夜、月、星

輝ク

Vかもしれません

V出しました

31 ノウゲフ 農業、種籾、苗代、播ク

作ル、田植え、酒レノI可
、

》王

意、田、草、抜ク、墨、稲

条件形



32 コウジャウ

3f ゾウサン

34 チョチク

35 ナフゼイ

米、責ル、穂、金色、垂し

ル、刈ル、稽扱、蕊、9入 、

詰メル、今年、照ル、キッ

ﾄ、豊作、勝チ抜ク、供出

エ場、寄宿舎、有様、話 、

起床劇'ﾂl、一審、起キル、

庚場、朝捜、朝風、翻ル 、

仰グ、エ場歌、歌う、済ム 、

工場長、訓話、受ケル、機

械、轟々、廻韓、音、火花、

次、兵器、額、背中、瀧

流レル、汗、婦ル

バリパリ、繋岩機、岩、扶

ル、カンテラ、薄暗イ、岩

穴、美イ、鍍石、砕ケル

前線、銭山、体、銭、銅

掘ル、全部、持場、増産

職場、戦場

貯蓄、我、身、屋、今、品

物、負ケル、同ジ、－製

弾丸、債券、貯蓄、米英
0

討チ滅ス、費用、億、銃核

矛

柴エル、努、義務、兵役

納税、教育、守ル、必要

立派ナ、園民畢校、建テル、

銭道、扱う、納メル、税金

賄う、期日、遅レル、納ノ

ﾉI

無し

普通付

Vなければなりません

Vなくてはなりません

Vのです

無し

表からわかるように、語業は時局を意識したものになってはいるものの、文型

としては基本的な文型積み上げの形で整理されていると考えるのが妥当であろう。

換言すれば、テキスト作成には日本語教育の知識を持った人間が関わっていたで
あろうことが推測できろ。

テキストの校正は、文法シラバスに乗っ取ったと思われる一方で、時局を背景

にした得意な語棄が採用されており、トピックシラバスとしての側面も併せ持っ

ていると考えるのが妥当であろう。前者の文法シラバスを意識した構成は日本語

教育の専門家が、後者のトピックシラバスを意識した構成は外部からの何らかの
働きかけがあった可能性が否定できない。

3．語曇比較

文法的な比較が可能な部分は非常に限られているため、語葉の出現について比
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較検討したい。

毎日申報掲載のテキスト抜粋からは、「初等国語講座」については22開講のデ

ータとの対象に限定されるが、日常生活に関する語棄が見られるのみで、特に軍

や思想に関する語棄は新出語棄とされていないことがわかる。これは､「国語講座」

の目的が、「国語」の普及、換言すれば、「生活の国語化」にあったといえるだろ

う。学校教育から離れた、日常生活のすべてを「国語」で乗り切れるように場面

を設定し、語棄や文型を導入していったものと推測できる。

一方の「初等国語教本」では、冒頭からイデオロギー的な語棄が扱われている。

日常生活にソクした語棄も新出語棄として扱われてはいるが、第5課の「カゾク」

や第6課の「ムラ」まで待たなければならない。後半は日常生活に関連する話題

を提供し、それに即した語棄を扱っている。毎日申報掲載の「初等国語講座」も

22課という後半からの掲載であることを考えると、ここで、語棄について比較検

討することは危険を伴う。もう一つの「国語会話の時間」のテキストと思われる

抜粋は冒頭部分の比較ができるとはいえ､番組が異なっていることは確かである。

少なくとも、新出語棄の扱いを総合的に比較したところ、1943年の前半と後半

で導入される語棄に大きな変化が見られることは確かであろう。

4．終わりに～語量の変化は何を示しているのか

このテキストが発行された1943年は、朝鮮に、徴兵制が実施された年であ

る。初等教育機関における教科書の内容はすでに軍国主義的なものに変わっては

いたものの、軍国主義的なものに変わっていない段階の学校をすでに卒業した子

どもたちへの教育は困難であっただろう。

軍や思想に係わる語棄の教育にラジオというメディアが注目されたと考えるの

は容易である。

徴兵制が実施された8月1日を境に放送内容が激変したと考えるのが妥当であ

ろう。1943年2月から放送されたラジオ講座は、日常生活に即した語棄を準備し

ていたのに対し、1943年12月に発行されたラジオ講座のテキストは、日常生活

よりも軍や思想にかかわる語棄を準備していたからである。しかし、文法的な配

列は易から難へという段階を踏んでおり、この教材作成者の中に、日本語教育に

携わっていた専門家が含まれていたことが予想される。

今後、放送に使用された教科書の発掘を継続し、放送内容の時系列的な変化を

整理して考察して行きたいと考えている。
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｢日本語教育と地域・学生サポーターとの係わり」

"TheRelationshipbetweenJapaneseLanguageEducationand

SupportersatTheUniversityof'Ibkushima”

徳島大学留学生センター

大石寧子

ABSTRACr

Therearetwokindsofsupportersystem8atlnternationalStudentCenterinThe

UniversityofTbkushima・Oneiscalled"CommumtySupporter"whichconsistsofthe

peopleinthecommum的oftheuniver8ity;andtheotheri8"StudentSupporter"that

iscomposedofthestudentsatTheUmversityofTbkushima・Theseactivitieshave

helpedJapaneseLanguageEducation丘omthevanousaspects・Wewouldhke的

reviewtheseactMtiesandsearchthehturerelationshipbetweenJapanese

LanguageEducationandtheseactivitiesatthi8momentwhereahnostthreeyears

havepassedsincelnternationalStudentCenteropened．

1はじめに

徳島大学留学生センターは、1）日本語教育、2）異文化交流、3）相談指導

の3部門からなり、平成14年度秋に開所式が行われ、翌平成15年度春より始動

した。

旧国立大学の留学生センターの中で、かなり遅く設立された留学生センターの

日本語教育としては、特徴のある日本語教育の展開が必要と思われ、留学生セン

ターが関わる全ての日本語教育やまたその全てのレベルで四技能（読む、書く、

聞く、話す）の運用力を身に付ける、つまり「使える日本語」を目指すことを方

針とした。勿論初級と上級、あるいは「予備教育」と全学部生対象の「共通教育

での日本語・日本事情」とでは、その意味合いや到達目標も異なるが、知識に留

まらず、習得した日本語を道具として持たせ、それぞれの目標を達成させるとい

う視点での取り組み方は変わらず、共通の方針とした。

2留学生センターの日本語教育

2．1日本語教育の運営

現在留学生センター（以下センターとする）が行っている日本語教育は、①日
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本語研修（大学院入学前予備教育）コース②日韓共同理工系学部留学生予備教育

（以下日韓とする）③全学日本語（補講）コース④共通教育の「日本語・日本事

情」がある。また、総合科学部の⑤「日本語教員養成に関する科目」中、日本語

教育演習、日本語教育方法論1，日本語教授法'1を非常勤教員的立場で現在まで

係ってきている。①と②を、④と⑤を一つのくくりとして、3グループを3人の

日本語教員がコーディネーターとなり担当し、2年ごとに交替していく。立ち上

げ期の平成15年、16年を経て、少し落ち着いた今年度から日本語部門に上記の

ように発展的変更を加えた。また、日本事'情の一部を異文化理解教育担当教員が、

「日韓｣の窓口役を生活相談担当教員が兼ねるなと・可能なところは5人で係わり、

運営するようにした。

2．2「使える日本語」を支えるもの

2．1で述べた日本語教育の中でも、日本語研修コースと全学日本語コースは、

初級者が多く、短い時間でいかに「使える‘日本語」を身に付けさせるかが大きな

課題となる。この課題を乗り越えるために以下の点に着目した。

1）学習者にとって伝わる喜びが得られることは、大いなる学習の動機付けとな

る。

2）「日本語研修コース」と「全学日本語コース」の学習者の殆どは、研究生・大

学院生・研究者で、学部留学生に比べろと年齢が高い。特に日本語研修コー

スは、その上に1日4時間半、週5日の授業である。授業に変化やアクセン

トをつけなければ、学習意欲を持続させるのが難しいのでは。

3）日本語学習中に日本語を学ぶと共に、日本人のマナー、ルール、文化、習慣、

価値観、好みなどを学習項目を通して指導していくが、その実感を得る場が

必要である。

4）昨今徳島では、各地の国際交流協会やボランティアグループをはじめ、地域

の人々の中に異文化交流への関‘,uが高まってきている。また徳島大学の日本

人学生の中にも関ﾊuや興味があるのだがと・うしたらいいのかわからないとい

う学生が見られる。

5）日本語を教えてみたい、また指導法を勉強したのにその場がない、教え方は

何も知らないが、何か手助けがしたいなどという人達へ場の提供ができない

か。

等であった。そこでセンターが始動した1年目に地域の人々や徳島大学の日本人

学生をセンターの日本語教育の｢サポーター」という形で取り込み、日本語学習に

動機付けや活気やアクセントを付けたいと試みた。そして以下の点をサポーター

に期待した。

1）教員の日本語だけでなく、少しでも多くのネイティブスピーカーの日本語

を浴びる。

2）表'情、しく・さなどノンバーバルな部分での伝達方法を知る。

3）地域の言葉（方言）や方言からくるイントネーションや表現方法を知る。

4）学習した項目を使って、’情報を取ったり、説明したりなど、伝わる喜びを

実感する。

5）学習している日本語を使って、日本人と協働ができる。
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6）日本人の知り合いができ、徳島で生活をしていく上での人的ネットワーク

作りの一助になる。

一方、地域や日本人学生には、以下のような効果があるのではと考えた。

1）外国人と触れ合いたいと思ってはいるが、その方法がわからなかったり、気

後れしたりということが、クラスに係わるということで大義名分ができ、一

歩が踏み出せる。

2）留学生達に触れ合うことで、世界に目が向き、視野が広がる。

3）日本語教育機関の少ない徳島なので、日本語教育に関‘,uや興味のある人達に

場の提供ができる。

留学生、地域、日本人学生それぞれに有効性が高いと考え、留学生センターでの

日本語授業開始と共に「サポーター」制度を発足させた。

3センターの「サポーター」

サポーターは地域の人々を対象とした「地域サポーター」と徳島大学の学生を

対象とした｢学生サポーター｣の2つのグループとした。

3．1地域サポーターと学生サポーター

地域サポーターは、例年前期に留学生センター教員全員で係わる大学開放実践

センターの公開講座「国際ボランティア入門一地域の外国人支援一」の受講者を

はじめとし、新聞での呼びかけ、掲示、口コミなどの方法で募集する。また学生

サポーターの場合は、説明会や学内の掲示、友人の紹介などで応募してくる。

センター開始より2年目には、地域サポーターが21名、学生サポーターが67

名、計88名になったが､大所帯になると誰かが申し込むだろうと言う考えになり、

それぞれの活動の参加に積極性が欠けたり、連絡に手間や時間もかかったりと全

体的に動きの重さが目立つようになった。そこで、センターの立ち上げ期も終わ

り、更なる飛躍を試みる3年目の今年度、地域・学生サポーターの再登録を行な

った。その結果今年度は、地域サポーター35名、学生サポーター22名、計57名

で活動を行なった。

男女比は、地域サポーターは1：9，学生サポーターは2：8で、圧倒的に女

性の参加が多い。地域サポーターの年齢は、20歳代から60歳代、学生サポータ

ーは、院生1名、5年生(歯学部)1名、4年生2名、3年生8名、2年生10名で

ある。

3．2サポーターの活動状況

今年度の活動内容は以下のようで、活動数は16で、延べ参加者数は地域39名、

学生46名、計85名であった。

表12005年度の｢サポーター活動状況」
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1 4/21 留学生センター オリエンテーション・キャンバスツアー 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 2名

〃
。 5/12 日本語研修コース 文型練留 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 2名



計85名他に一般学生・地域の人も参加

各活動への参加方法は、各授業の担当教員がサポーター取りまとめ担当教員に申

請し、それに基づいてそれぞれの活動内容に合わせて、地域サポーター、学生サ

ポーターあるいは地域と学生サポーターに一斉メールで呼びかける。サポーター

は都合のいい時に参加し、会費や義務・拘束はない。日本語授業そのものに係わ

る活動に参加する場合は、事前に担当教員よりその趣旨説明ややり方などの指導

を受けクラスに参加する。

3．3アンケート調査結果

今年度の活動が全て終了したところで、地域サポーターへアンケート調査を行

なった。回答は12名で、以下のようである。

「地域サポーターの声」調査

1）今年度活動に参加しましたか。

①はい 2名1回

－33－

夕
。
」 5/24 日本語研修コーン 動詞の変換練習 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 3名

4 6/29 共通教育「日本事情I． テーマについての調査相手 地域サボーター

学生ｻﾎ゙ ﾀーー

11乳

5鬼

口
■
、
．
。
■
可

7/9 日本語研修コープ 日本語を使っての各国料理作I‘

／七タパーテ‘

地域ｻボｰﾀｰ

学生サポーター

11鬼

6鬼

〈 7月

中旬

日本語研修コープ 日本語研修コースで遅れていろ

学生のケア

学生ｻﾎ゚ ﾀーー 3名

E
』 10/11 留学生センター オリエンテーション・キャンパスツアー 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 2名

Ｆ
、 11/8 共通教育「日本語4－ 学習テーマについて日本人に聞く 地域サボーター

学生ｻﾎ゚ ﾀーー

7名

2名

〈 11/25 日本語運用力のため‘

パートナー探し

日本人と話す

(～3月末週1～2回1時間

学生サポーター 1名

10 12/5 全学日本語コース

日本語C1（常三島ｷｬﾝバｽ：

｢日本人と話す． 学生サポーター 2名

11 12/6 全学日本語コース

日本語C1（蔵本ｷｬﾝﾊﾟｽ

｢日本人と話す． 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 5名

12 12/13 全学日本語コース

日本語C2（常三島ｷｬﾝﾊ゙ ｽ！

｢日本人と話す． 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 5名

13 1／12 共通教育「日本事情1V」 テーマについての調査相手 地域ｻﾎ゙ ﾀーー 6名

４
＊

１ 1／19 英語ブﾚｾ゙ ﾝﾃー ｼｮﾝ‘

ゴﾝﾃｽﾄ

実行委員として運ゼ 学生ｻﾎ゙ ﾀーー 2名

５
＊

１ 2/2 共通教育「日本事情|V」 ｢日本事情1V」発殺及び懇談4 地域サポーター

学生ｻﾎ゙ ﾀーー

4名

1名

16 2/21 日本語研修コーヌ 異文化体験

一各国料理交流会

学生ｻﾎ゙ ﾀーー 5名



2名

3名

1名

1名

2名

登録して、まだ日が浅いので。

回
回
回
回
回
↓

２
３
４
．
７
．
（
ご
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今年度の中で、面白かった活動は何でしたか。それはどうし

・日本事情I，｜V発表会及び懇談会

・全学日本語コース「日本人と話す」

・共通教育日本語4「学習テーマについて日本人に聞く」

・日本事情I「各自のテーマについての調査相手」

・日本事情lV「各自のテーマについての調査相手」

・日本語を使っての各国料理作り

してですか。（複数回答2） 可）
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3）皆様にお聞きします。これまで、このような活動をされたことが、

ありますか。注：人数記載のないものは、1名

①はい

・TOPlA土曜日日本語サロン（話し相手）2名

・阿南市国際交流協会（日本語指導）

・吉野川国際交流協会（ホームステイの受入れ）

・JTMとくしま日本語ネットワーク、日本語サロン（話し相手）

・小松島国際交流協会（催物の窓口）

・ヒッポファミリークラブ（ﾀﾄ国人妊産婦のケアー

病院紹介、用品提供等）

・板野町子ども教室

・徳大エ学部日本語教室（ボランティア日本語指導）

②いいえ。徳大の地域サポーターが、はじめての経験 5名

4）どうして「徳大・地域サポーター」に登録しましたか。

・徳島大学の先生に勧められて

・友人に誘われて

・徳島大学大学開放実践センターの公開講座「国際交流ボランティ

ア入門」（留学生センター運営）を受講して2名

・留学中、現地の人と交流を通して地域理解、語学習得ができた’

を活かしたい

語学習得ができたので、 その経験

5）今後、希望される活動や何か一言ありましたら、何でも結構ですので、

是非お書きください。

・日本探検

・名所案内や日本文化紹介
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・クリスマスパーティ

・留学生と学ﾀﾄに出たい一例えば、お花見・お寺を訪ねる等

･地域サポーターが推薦する徳島名所案内

・ホームステイ講座・研修会を定期的にしては（年1回）

・日本語指導の機会

．.同じ留学生と2～3度続けて話してみたい

「日本語サロン」の常設化一毎日は勿論、昼食時、土日、夜間も

サポーターを幅広い年代で

ネットワークを利用し徳島各地との交流を図ろ

日本の文化（茶道、華道、歌など）の紹介

学生サポーターの方は、後期の試験と重なったこともあり、回収率がはかばかし

く無かったが、いくつかの声を拾うことができた。「徳島大学にこんなにいろいろ

な国の留学生がいたのかとびっくりした｡」や「サポーターの活動のあと、国際交
流会館へ友人と出向いて、その留学生とテニスをしたりして友人になった｡」等の
コメントもあった。

4これからのサポーターとの係わり方

アンケートや聞き取り等の結果から、サポーターにとって印象のよかった活動

は、日本事情｜・lVクラスや共通教育日本語クラス、全学日本語コースのもので、

いずれもあるテーマについて留学生が調査をするような授業内容で、単なるフリ

ートーキングではない。プロジェクトワーク的なクラスの流れの中で、留学生の

目的を達成するために日本語を使用して、共に作業を行なう、つまり協働の時間
であった。

ここに今後の｢サポーター」との活動の方向があると思われる。お客様的に留学
生に物なり機会なりを提供するだけではなく、同じ立場に立って、共に協力し合
い、何かを成し遂げる活動を来年度は更に充実させたい。この場合留学生にとっ

て日本語獲得が最終目的ではなく、情報を得たり調査や検討をしたりするための

道具に過ぎない。したがって｢使える日本語｣を何としても身に付けざるを得ない
ため、「サポーター」との協働は、日本語学習の強い動機付けとなる。

また3．3のアンケートの中で「今後望む活動」は、留学生と一緒にどこかを

訪ねたり、集ったりというものが、多かった。まずは触れ合うという点や1回の

催しで多くの人達を巻き込むという点では、このような活動も大切なことである。
プロジェクトワーク的活動、催し物的な活動、いずれも真の異文化理解の上に成
り立っていれば、非常に有効なことである。

留学生センターは、･今日まで「地域･学生サポーター」を含め、地域との係わり
の中で「異文化理解」に取り組んで来たが、さらに地域の異文化に対する理解や

成長を促すためにワークショップや研修会なと・の機会を提供することもセンター

の早急な仕事だと思える。大学は地域に根ざし共に成長する、ここでもまさに協

働を行ないながら、今ある地域の‘情熱を実のあるいい方向へ更に飛躍させたい。
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｢サポーター｣は、その意味でも頼りになる牽引者なるであろう。

5おわりに

日本語教育のサポーターとして発足した「地域・学生サポーター」であるが、

センター主催の「英語プレゼンテーションコンテスト（旧英語スピーチコンテ

スト)」の運営をはじめ日本語教育に留まらずその活動の幅を広げつつある。セ

ンターの始動当初には、はっきりつかめていなかった地域との係わり方が3年

経ち、見え始めてきた今、センターは地域とのより有効的な係わり方の考察を

続けて行きたい。

参考文献

』.V､ネウストプニー（2002）「インターアクションと日本語教育一今何が求められてい

るか－」『日本語教育』112号

』.V､ネウストプニー（1995）「新しい日本語教育のために」大修館書店

西口光一(1999）「状況的学習論と新しい日本語教育の実践」『日本語教育』100号

倉八順子（2001）「多文化共生にひらく対話」明石書店

縫部義憲編（2002）「多文化共生時代の日本語教育」渥々社
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「日本人への提言」が問いかけるもの

～MIK「視点・論点」を教材とした日本語学習へ

ChallengingtheJapanese

～ProcessandevaluationofthemutualprOjectwork～

徳島大学留学生センター

Gehr↑z三隅友子

兵庫県立芦屋国際中等教育学校

山田久美子

ABSTRACr

ThisreportisaboutlearningactMtiesbyutilizingthedailyNHKtelevisiox

commentary“Siten-Ronten?，,wherespeciahstsdiscusscurrentproblemsinax

easytounderstandmanne亜Theteacherrearrangedthetextconcentratingox

twogoals：1）tounderstandthetopics2）tolearndi艶rentJapanes（
speechstyles・Finanythelearnerschosetopics，whichtheydiscussedix

writing,expressmgthemselvesstronglyand金eelyもThesecompositionswer〔

showntoJapanesehelpers,whogavewrittencomments・Wetrytoshowwhal

roletheteachercouldplayandwhatcanbeachievedbyincorporatingnativ（

speakersandhreignlearnersinamutualprOjectwork．

1はじめに

留学生の生活において必要とされる日本語といえば、形式に関する知識はもと

より、大学生活のさまざまな場面に即した運用力であるといえよう。大学、特に

学部入学する者の多くが日本語学校で学習を終え、日本語の形式に関する知識は

一定のレベルまで習得していると考えられる。しかし専門用語がほとんどを占め

る講義・演習から、生活言語が飛び交うアルバイトの現場に至るまで、それぞれ

に応じた語棄､表現そしてそれらを駆使する運用力を高めることは容易ではない。

また留学生に必要とされる日本語とは、教師にとって予測のつかない専門領域の

日本語であることも考えられる。しかも大学でのいわゆる「日本語」の授業時間

は限られており、いかに効率のよい教育活動を実施できるかが、日本語教育に関

わる者にとって共通の問題て・あろう。

本稿は、NHKのテレビ番組「視点‘論点」を教材とした共通教育における日

本語授業の実践をもとに、大学における日本語教育のあり方、さらには教育を実

施する教師の役割を考察するものである。教師による生素材の教材化とその教材

を用いた一年の授業は、学習者のニーズの顕在化と教師の設定した学習目標に変

化をもたらした。更に、授業くプロジェクトワーク〉の産物としての課題「日本
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人への提言」を用いて、教室のﾀﾄで日本人と交流するという展開へと広がった。

この一連の活動を、まず学習者の評価を中'廷に生教材を用いた実践として概観し、

そこから教師が行った教育実践について振り返り、最後に生素材を用いた大学で

の新たな日本語教育の可能性を考える。

1．受講生に必要な日本語とは

2004年度の徳島大学共通教育科目、日本語I・’1（月曜9/10限及び金曜7/8

限と9/10限）Iを受講する学習者は、ほぼ全員が日本語能力試験1級合格レベル

であり、日本語の形式よりも運用力を高める必要があった。また、受講生の4分

の3が学部一年生ということもあり、大学入学による学習環境の変化に伴い、日

本語学習の目標においても変化が必然的に起こることが予測できた。大学では、

学習者が各自のニーズや希望に合わせて学習目標を見出し、それを実現するため

の学習内容や方法の取捨選択を通して自らの学習を企て、実行する力がより必要

とされる。これを実践するには、学習者に「学習者オートノミー」（青木,2001)と

いう能力が備わっている必要がある。ただしこの能力は自発的に学習者に備わる

ものでは決してなく、学習者自身と彼らに関わる周りの存在が育てていくもので

あり、そのための環境整備は教師にとって大きな仕事でもある。

これらの点を踏まえ、筆者らは授業のコースデザインに際し、本活動が学習者

に与える学習の可能性について以下の三つの問いかけを念頭に置いた。

留学生の日本語学習は日本人の外国語学習とは異なり、第二言語として生活と

専門分野の学習に必要不可欠なものであるという前提をもとに、

学習者自身が

I学習の目標と方法を確認できるようになるか

’1学習内容を考えたとき、様々なものを日本語学習のリソースとすること

ができるか

11｜日本人との生活の中で、どのような運用力が必要なのかを認識し、そし

てどのように日本人に働きかけることができるか

言い換えれば、これら三つを考える環境を、教師が学習者に設定しうるかとい

うことでもある。

2「視点・論点」という素材

1で示した問いかけをもとに、既存の上級用教材ではなく、実際のTV番組「視

点・論点」を素材に選んだ。「視点・論点」とは、NHK教育テレビで月～金曜

日の22：50～23：00に放映される番組である。番組の内容は、現在国の内ﾀﾄで話

題、問題となっているトピックを取り上げ、その分野の専門家が問題の状況を分

析し、自らの立場で解決への提言をするというものである。これは、日本で生活

している学習者に対し日本人と共時性のある詑露を提供できると同時に、授業を

通してその話題に対する理解が深められると、、う筆者らのねらいに相当する。

また番組の形式は、1人の専門家が約8分間、画面に向かってあるテーマにつ

いて話すという、基本的なスピーチのスタイルをとっている。これは、大学で受

講する一般教養等の授業の形式と似ている。多くの専門家のスピーチスタイルを

’日本語I・Ⅱは筆者の2人が授業を担当した（月曜日は三隅、金曜日は山田)。

－38－



知ること、そして、専門家の解説を聞いて理解するための練習を積めば、今後の

大学生活に有益であろうと判断した。また、大学生になるとスピーチのような形

式で自らの見解を発表する機会が増える。数多くのスピーチに触れることで、学

習者が好みのスピーチスタイルを認識できれば、彼ら自身のスタイルというもの

を確立しやすくなるだろうと考えた。特に「視点：論点」に登場する話者はそれ

ぞれ特徴があり、その多様性には枚挙に暇がない。話者の話す速度も、口調も、

顔の表情も、さらには身につけている服装やアクセサリーに至るまで、スピーチ

の印象につながるということを、「視点・論点」は聴衆に伝えている。学習者に

はこれらのポイントから理解の難易あるいは印象の良し悪しといったスタイルの

あることをつかんでもらいたいと考えた。

以上を踏まえて、この番組の特徴から最初に設定した具体的な学習目標は、①

時事問題の理解を深める、②様々な話者のスピーチスタイルを知る、③様々なス

ピーチスタイルを通して自らのスピーチに援用する、の三点であった。また刻々

と変化する日本語の学習という点においては、これまで机上で学習してきた日本

語を、「視点・論点」の生きた日本語を通してもう一度とらえなおすものと位置

づけ、日本語運用力の向上を図ろためには必要な活動であると考えた。

3教材化

3－1テーマの選択

「視点・論点」の録画ビデオと録音カセットテープと教材化した資料を用いた。

教材として選択する際には、「視点・論点」のテーマの適切性と話者のスピーチ

スタイルに重点を置いた。テーマは、数ある「視点・論点」の中から、さまざま

な国からの学習者が共有しうるものを前提に教師が選んだ。また話者のスピーチ

スタイルは、前述の学習目標に沿うように、できるだけ多様性(男女・国籍・老若）

を重んじて選択した。このようにして長期休暇の課題も含め、合計16のテーマを

選んだ。実際に授業で取り上げた「視点・論点」のテーマは、表1のとおりであ

る。

く前期＞

賭者

千賀祐太郎

船曳建弐

松岡正目

服部公一

佐藤綾子

B・ハ．－卜）

駒井胃

舟崎克層

表1：授業で扱った内容（「視点・論点」のテーマ）

く後期＞

テーマ 諸宅
I■■■

･ナ一マ

｢観光立国ニッポンヘの道」 松谷明層 ｢1.29ショックについて考える」

｢大学生と読書‘ 吉岡幸雄 ｢錦秋」

｢lTと読書」 池本美酒 ｢少子化時代の子育て」

｢唱歌・童謡・子どもの歌」 小杉礼子 ｢増加するNEET」

｢日本人の自己表現」 中西通 ｢成人の日について」

｢歴史学から見た日本の閉鎖性」 K・日地谷 ｢減速の美学」

｢難民にやさしい国」 (中村佳子 ｢情報・知識・知恵」）

｢孤独を考える」 (ｱｸ゙ﾈｽ･ﾁｬﾝ ｢EU拡大と人身売買」）

※（）のテーマは長期休暇の課題であり、授業全体で扱わなかったテーマである‘

3－2教材への加工
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まず、「視点・論点」の番組内容をすべて文字化し、スクリプトを作成した。

このスクリプトをもとに語棄シートや内容理解を深めるためのさまざまなタスク

シート、さらには参考資料を作成した。

語棄シートは、事前学習用に用いることが多かったが、ときには語棄をすべて

ひらがな表記にしておいて、授業中、「視点・論点」の文脈に従い漢字に改めさ

せるなど、漢字の言葉と音の確認作業に用いることもあった。

タスクシートは、「視点・論点」を視聴することで達成できるものから、学習

者の周りにいる日本人にインタビュー調査をしなければできないものまで準備し

た。なお、この授業における練習活動を全体的にタスク練習と位置づけた。タス

ク練習とは、聴解あるいは読解などで得た情報をもとに、何らかの課題や仕事を

果たす作業を行う活動である。これは、教室内での聴解や読解の練習を行動と結

びつけることで、できるだけ現.実のコミュニケーションの形態に近づけるための

教室活動として扱われるものである(田中,1988)。さまざまな大学生活の場面に対

応できる日本語運用力の向上を必要とする学習者に対し、現実のコミュニケーシ

ョンにつながる授業を提供するには、タスク練習を基にした活動が効果的である

と判断した。

参考資料は、必要に応じて内容に関連した新聞記事、書籍などから一部を抜粋

した。

4授業方法

4－1基本的な授業の流れ

前述のテーマに沿って授業を展開したが、ひとつのテーマにつき費やした時間

は、短いもので2コマ、長いものでは8コマ分をかけた。基本的な授業の流れは、

テーマによって若干の違いはあるが次のとおりである。

まず、導入段階として、参考資料等を用いてテーマに関する情報を共有する。

その後、語葉表や事前タスクシートなどを渡し、学習者に予習を求めた。周囲の

日本人に対するインタビュータス．クが事前学習の一端を担うテーマもあった。続

いて「視点・論点」を視聴し、タスクシートを用いて活動を行うのだが、ビデオ

は最初に全体を通して見るときに用い、カセットテープはタスク活動をする際に

用いるのが主であった。ここでのタスクシートは大きく分けて三つの種類に分け

られる。一つめは、専門用語や外来語、スピーチでの独特の言い回しや慣用表現

などの聞き取りの練習に焦点を当てたもの、二つめは内容理解に重点をおいたも

の、三つめはテーマに対する考察を促すものである。タスク活動終了後、あるい

はタスク活動中、クラス内でテーマに対してディスカッションの場をもった。ク

ラスの規模が小さいということと、学習者同士の仲間意識ができているというこ

ともあり、テーマとテーマに関する「視点・論点」の専門家の意見に対して、毎

回活発な意見交換が行われた｡最後に振り返りとして、学習者に感想文を課した。

また全テーマではないが、周囲の日本人に対するインタビュータスクを課す場合

もあった。それらは、新しいテーマに移行する前に、フィードバックとして用い

られ、クラス内の全員で共有した。以上の授業の方法と、準備段階の教材化の過

程を含めた授業の一連の流れは、図1である。
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図1：「視点・論点｣ビデオを使った授業の流才

準備…[教師主導］

且#蕊婆鶏塗墓駕…適州
授業…[教師・学習者共同作業］

且蕊溌繊驚鰯……
FB…[学習者主導］
(振り返り）9感想（感想文の記述、周囲の日本人に対するインタビュータスク）

4－2授業例：「1.29ショックについて考える」

実際に行った授業のうち、「1.29ショックについて考える」を例にとり、図

をもとに授業の流れを示す（スクリプト、語葉表、タスクシートは参考資料①へ

③）。

日本の2003年度の出生率が、戦後最低の1．29にまて．下がり、少子化問題が国α

重要課題となった。このテーマは日本に限らず、学習者が自分の出身国にあてに

めても考えられる内容であろうことから選択した（1：図中番号、以下同様)。今

回は、1．29という数字がなぜ問題なのか、テーマに関する新聞記事を参考資料と

して、事前学習の時間を設けた。また、「視点・論点｣で用いられる言葉に専門月

語が多いため、自宅学習用に語棄表を準備し、授業で用いるタスクシートは言潔

の聞き取りを重視したものを準備した(2，3：参考資料②、③、④)。

このテーマは約7コマ、4週に渡って授業を行った。まず「少子化」、「高潔

化」という言葉に対し、学習者がそれぞれの考えを述べ合うことから始めた。菊

聞記事の読解、日本人に対するインタビュータスクは、1．29という数字の社会陪

題性と現実を、学習者が知る手がかりとなった（4，5)。テーマに関する一定α

知識を共有したところで、「視点・論点｣の視聴である。まずビデオを最初から最

後まで一通り見て、内容の理解度やスピーチ話者の印象などを確認する。その核

カセットテープを用い、タスクシートに沿って練習を行った。この授業では、言

葉を正確に聞き取る練習をはじめ、内容の要約も練習活動に取り入れた(6，7’

参考資料③)。そして、一連の活動を通してテーマに関する専門家の主張を理解し

た学習者が、それぞれの感想や意見を述べあった(8)。

このテーマのFB（フィードバック）としては、「視点・論点」の専門家が提議

した問題の解決策を学習者に考えさせることを通して行った。後に授業で数例を

とりあげ、クラス全員にどう思うか意見を求めたところでこのテーマの学習を終

えた（9）。
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5授業の評価

5－1学習者による評価

日本語｜・lIを受講した学習者は、計18名で、出身は中国が11名、韓国3名、

マレーシア、ベトナム、インドネシア各1名であった。学習者からは、前期後期

に実施した授業評価（①授業内容について、②授業の方法について、③その他を

自由に記述）と、後期終了後に行われたインタビューに評価及びコメントを得て

いる。図1の流れに従い、学習者の声をもとに、評価をまとめたものが表2であ

る。

表2：活動に対する学習者の評価
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学習者の戸

肯定評価…標準／否定評価(改善案)…斜＃

却
側

1）

2）

3）

。「よい素材だ」・「外国人にとって日本を理解しやすい」・「現代社会に起こっている問題につい

ていろいろ考えられたからよかった．

。「ちょっと退屈だった」・「もっと大学生と囲連があるテーマにしてもらいたい．

｡F一つのテーマが長すぎたJ・「顔たようなテーマが喪く綴いた」・「日本現在の問題がよく取り

上げられている狐おもしろくない‐

｢この授業ではビデオを見るだけではなく、プリントも配ったから理解できた．

｢専門的な言葉の勉強を、語裁表にまとめてくれたのが助かった．

名
謝

4）

5）

6）

7）

8
J

｢新しい課題に入る前に興味深い霞や例を出してくれたので、内容を覚えることに役に立った．

｢字をいっぱい間違っていたことに先生の赤ペンで気づいた、今は漢字も気をつけている、辞書をひ

くようになった」

。「いつもビデオ伽》りみていたのであまり興味が持てなかった」・「もっと日常的なテープをつか

ったらいいと思う」・「日本のドラマや映画についても希葱する』

。「留学生の聴く能力を上げることに重視していると思う」・「テキストの聴解よりは、テレビの専

門家の言葉は普通の人の感じで、聴解の練習になった」

．「どデオ授業の方法は改善すべきだと思う」・ノ画き駁〃の時厨力幌すぎた」・ノ画き破り力嫉れ

た」・ノ画き破りの漂題は何度?も繰り返せばできる域内容をまとめるのは本当に大変だった」

。「テープを瞳くより、ディスカッションの方が気力が出る」

。「一人ひとりの意見が聞けたし、自分の意見も曾えたのでおもしろかった」

．「もう少し率する時間があれば良いかと思う」

Ｆ
Ｂ
9） 。「日本人とのもっともいいインタビューの方法を学べた」・「課題がこれ以上増えたら負担になる」

。「インタビューする“がもっと多かったらよかった」

活勤全体

。「授業の方法がよかった」・｢新しい授業方法だった」・「すごく楽しかった、みんなが友達の』

うにうまく授業を進めるという感じでたまに時間が足りなくなってしまう」・「みんな気楽で側

強できるので自分は成長したと思う」・「他の国の留学生と知り合ったし、日本鰭だけでなく、

日本の人々 も知り得た」・「この授業で覚えた単霞が別の授業でも出たので役に立った』・「上

デオを見たおかげでニュース番組を見るようになった」・「ここは日本霞学校ではなく大学だか

ら、単純にテキストを勉強するのは意味がない。試験のためではなくて自分の日本霞のレベルを

高めるために勉強している。このような日本霞授業はよかった」

。「いろいろなことについて露したかった狐ビデオをみなければならなかったので残念》だった』



．「〃〃限という授業の時間がとても遅くて､役L業に合わないと思う、学生も疫れるから、授業も

つまらなくなったJ・「ひとつの語>題に関する発表会をしてほしい」・「ひとつのテーマから‘

ろいろな視点のスピーチを書いて､それぞれの主張について鰯鴎するスタイルはどうか？」

5－2学習者評価からの考察

活動に対する学習者の評価(表2)をもとに教師の評価（考察）を進める。

教材化したもののうち語葉表やタスクシートは、学習者に対し授業内容の理陣

を促す一定の役割を果たしたものと見なされ、否定評価が見られなかった。

最も肯定、否定評価が分かれたのが、テーマ選択に関するものである。「外匡

人にとって日本を理解しやすい」、「現代社会に起こっている問題についていZ

いろ考えられる」機会となった「よい素材」であると評価される一方で、「おも

しろくない」、「もっと大学生に関連のあるテーマがいい」とも評価されている。

扱ったテーマ（表1）は、筆者らが2人で学部学生に必要なものと推測して選人

だものであり、学習者のテーマに関するニーズ調査は一度も行わなかった。教本

のテーマ選択時に学習者側の視点を重視していれば、より彼らの日常生活に即L

た教材が作成できたはずである。限られた時間内で生素材を教材化する過程は激

して容易なものではないが、今回のように、学習者のコミュニケーション運用坊

の向上を前提にした教材を作成するのであれば、テーマ選択の教師・学習者間α

双方向性は必要であっただろう。今後の改善点の一って．ある。

授業方法に関しては、全体的に見ると「よかった」という好意的な評価が見ら

れる。また事前学習、タスクシートに対する筆者らのフィードバックが有効だこ

たと評価する学習者もいる。しかし、「視点・論点」視聴の方法に関していえば、

「聞き取りの時間が長すぎた」、「疲れた」といった否定評価が目立つ。これI：

対し、「テープを聞くよりディスカッション」の方が意欲が高まってよいという

意見が代表するように､ディスカッションに関しては肯定評価しか見当たらない‘

どの学習者も授業を通して共有したテーマについて、クラス内で意見を交換すそ

活動に意義を見出している。一方、聞き取りの練習に否定評価が集まったのは、

ディスカッションよりも聞き取り練習の時間が圧倒的に多かったからである。た

だし、生の日本語を聞き取る聴解の練習になったという一定の評価が得られて、

ることからも、活動自体を見直すというよりは、内容理解のための聞き取りの鴎

間と、自分の意見を口頭で述べる時間のバランスが問題であるということができ

る。この点について検討を重ねる必要があるということであろう。

6最終課題「日本人への提言」

6－1「日本人への提言」

前述5までが、「視点・論点」を用いた日本語の授業の実践と考察であった。

ここから教室から発展させた形となった活動に稿を進める。

「視点・論点」を用いた本活動の最終課題として、学習者は「日本人への提言」

をまとめた。一年を通した授業を進めるうちに、授業の締めくくりとしてあるい

は、単位を出すための資料としての最終課題ではないものを教師は考えた。それ

は、最初の問いかけにあるように、本授業が学習者に自らの日本語運用力が日本

社会に十分通用することを確認させるとともに、何のために日本語を学ぶかを意

－43－



識することを促す必要があったからである。そこで授業中に出された、より多く

の日本人との意見交換を求める声をもとにこの「日本人への提言」作成を実施し

た（資料⑤）。これは、学習者が既習テーマより各自選び、授業を通して得た知

識や見解さらに大学生活を送る中で考えたことを文章にしてまとめたものである。

学習者には、①提言②日本人に聞いてみたいこと（一文で）を1000字前後（A4

用紙に1枚程度）に収めることと、必ず提言の形をとることを要求した。提言の

形をとる意味は、現状を踏まえこうすれば問題は解決が図れろ、あるいは改善さ

れるのではという意見を日本人に投げかける姓要があること、単なる作文ではな

くこれらを教師以外の日本人が読みそれに対してのコメントが返ってくることを

説明した。当初、この日本人との意見交換をするという活動が理解できない者（こ

れまでの作文は日本語教師が見て評価するのみであった）も見られたが、返答を

もらうためにはと・のように書かなければならないかを確認する過程から理解が得

られた。以下は18名の提言のテーマと聞いてみたいことそして、日本人からのコ

メント数である（資料⑥）。

6－2「日本人への提言」に対する日本人のコメント

まとめられた提言は約60名の日本人協力者(地域の日本語ボランティア、日本

語教師養成講座受講者、学校教師)に提示し、コメントを得た。コメントに依頼し

た形式は、①提言に関してのコメント②聞いてみたいことの返答③文章を読んだ

自由な感想である。日本人のコメントには個人差はあるが留学生の論理的な文章

が書けているという日本語力と、社会問題に対しての鋭い視点や考察に感‘,延した

ことをおおむね評価している（資料⑦）。

日本人にコメントを依頼する際、セミナー等で集まった場または職場で、まず

本活動の説明を行った。そこで学習者（月曜あるいは金曜クラスの二つに分けた）

の提言を配布し、まず読んでもらい、そしてその中の一つを選び、その提言に対

して意見を書いてもらうという方法をとった。「日本人同士でも話をしない」テ

ーマに戸惑いながらも、「久しぶりに真剣にコメントを書いた」という声もあっ

た。「時間がかかった｣のは確かだが､日本人側にも刺激を与える活動だったと言

える（この分析に関しては別稿に譲る）。そして、14名の原稿と60名のコメン

トを冊子にして学習者及び可能な限り日本人に対しても配布を行った。

ある学習者の提言に寄せられたコメントの例を挙げると以下のようである。学

習者Aには、9名の日本人からのコメントがあった。Aはその提言に「自分が日

本で出会った日本人が目標を持って努力している姿と、中国での学歴の重要性を

述べながら、近年報道されている日本での成人式の問題に触れ、いっそ日本の成

人を30歳にしてはどうですか」という提案をしていて、非常に簡潔な意見であっ

たことから、受け手の日本人にも自分の考えを述べやすいものであった。9名の

うち「成人＝30歳案」に賛成した人は2名、反対する人の中の3名は、中国と同

じ18歳にして成人の自覚を促すべきだとし、残りの4名は20歳にもいろいろな

言人がいること、一部のマスコミの加熱報道が誤った認識を私たちに与えているこ

とを述ぺ、成人を20歳のままでよいという意見を述べている。学習者Aの投げか

けが、9名の日本人に考えるきっかけを与えていること、その答えが9人9様で

あり、それぞれがAに対して提言に関してさらに確認したいこと、また中国での
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事情をもっと知りたいこと、の記述から、ここからさらに議論が続くことが予想

される。

そして、提言以ﾀﾄの感想として、Aが使った「中国では学歴と生活の関係は、

水と魚の関係にある」という表現が効果的という正の評価をした人が2名、題「学

歴と生活と独立」と内容がかみ合ってないという指摘をした人、日本人の自分は

中国の若者の状況を知らないことを実感した、Aが日本人と良い関係を作ってい

ることを文章から感じた、報道以外にいろいろな世代の日本人とつきあってさら

に提言を再検討してほしい等の意見もあった。いずれも真剣にAに対して自らの

考えを述べていることがうかがえる。

7「日本人への提言」の新たな展開

7－1「国際化講座～徳島県の国際化を進めるために～」での使用

その後、冊子を読んだ学習者から「同じテーマでコメントをくれた人と実際に

話し合えればもっと広がるし、深まる」との意見が、そして日本人からも「この

意見を書いた人自身とその人の国のことをもっと知りたい」という声が出た。提

言でテーマを共有すること、言い換えれば、学習者と日本人が同じ問題への見解

に対して互いに関‘越を持つことて・、さらに両者のつながりが広がる可能性を感じ

た。今回の学習者とコメントをくれた日本人との討論は実現できないものの、日

本人への提言を作成した学習者にそれらを使って実際に日本人との討論をする場

を持つ場を設定した。それは徳島県自治研修センターとの協力で実施した徳島大

学セミナー「国際化講座～徳島県の国際化を進めるために～」（2005年9月3（

日に徳島大学にて実施）である。このセミナーは県の様々な部署からの職員約3〔

名に対して、①徳島大学の留学生との討論②異文化コミュニケーションに関す

る講義③「国際化と人間の解放」言語学者田中克彦氏講演④全体の振り返り

という内容を一日かけて行い、その中の①の討論部分で「日本人への提言」を使

用した。

日本語｜・’1の授業を受講した18名の学生のうち7名が当日参加し、留学生1

名を核とした4－5名のグループを作り、簡単な自己紹介の後、日本人への提言を

使って話し合いを進めた。まず書かれた提言を作者の前で日本人が読み、それに

対しての留学生による補足、さらに提言に対する日本人の答えという形で行われ

た。参加者らは、目の前にいる学生の提言、その提言に対する他の日本人の意見、

そして自らの意見を述べるということが要求された。

7－2参加者の評価

それぞれに対して採ったアンケートの記述から分析を進める。学生は、話し合

いの活動そのものに対しては7名が（大変うまくいった3名、うまくいった4名）

うまくいったとしている。そして、「あなたの提言は受け入れられましたか」の

質問には、6名がおおむね受け入れられた、1名が「受け入れてくださった人も、

受け入れてくださらなかった人もいました（原文ママ）」と書いている。一方、

日本人は、「留学生とのセッションに関して、活動に参加できたか」の問いには、

大変よく4名、よく11名、普通3名、まあまあ2名の回答を得た。よく参加でき

た理由として、・留学生の日本語力が高くまた十分に日本を理解していたこと、．
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留学生側から明確な話し合いのポイントが提示されていたこと、・このような留

学生との話し合いの機会を有効に利用したかつたこと等が、「普通及びまあまあ」

の理由としては、．もう少し個人的な話をしたかったこと、．話し合いの時間が

短かったこと・グループの中で一番若かったので発言を控えた、が挙げられた。

また満足度に関しては、大変満足6名、とても6名、普通7名、まあまあ2名の

回答を得た。満足した理由として、・外国人とこのように内容のある話をするの

が初めてだった（7名）ことをふまえ、異文化の表現と思考の一面が理解できた、

マスコミや書物からの情報と違って新鮮だったことを述べている。また、満足度

の低い理由としては、時間が短すぎて（4名）本音が出せなかった（2名）という
ものがあった。

さらに、留学生とのセッションの中で、22名中12名（2名が複数を選んだ）が

「日本人への提言を基にした話し合い」を一番印象に残った活動として挙げた。

理由としては、留学生が｢日本人のことをよく観察しており、考え方が日本人より

しっかりしている｣、「少子化と年金問題をリンクさせるなどの日本の現状をより

理解して話がわかりやすく議論しやすかったから」「『親を扶養するのは当たり

前』という考えがすばらしい。『日本人はあいまい』という意見に考えさせられ

ました」「自分にとって新しいことを知ることができた」といった内容に関する

もの、「共通の言語でしゃべれば意志は通じると思いました」「同じ人間として

の本質は同じだったように感じ、むしろ自分よりも素直なところが感じられまし

た」のように、日本語て・対話することの楽しさを理由としたものもあった。

一日の研修の中で、前半2時間を留学生とのセッション、午後からの後半3時

間を講義と講演と設定したことにより、研修全体の評価として従来の研修にあり
がちな受身的なものでなく、自らの意見を述べなければならないこともあり、「主
体的に取り組めた」という感想を得た。

7－3「日本人への提言」の役割

この研修における「日本人への提言」の役割は、留学生にとっては「日本語」

の授業を通して学習して得た知識と作成した「提言」が日本人にどのような反応

が得られるのかを確認するものとなった。また、日本人（徳島県職員）にとって

は、大学で学ぶ外国人学生と話すという機会から、彼らの日本語力、そしてどの

ように日本を認識しているのか、そして何を目的に留学をしているのかという、

留学生の存在そのものを知り得たといえる。「国際化講座」を自ら受けようとし

て集まった参加者の学ぼうとする意識、また自分の職域の中での国際化を考えよ

うとする意識の高さを考えても、非常に高いレベルでの理解が進んだセッション

であったと考える。

このセッションに至るまでの一連の過程は、学習者に自らの日本語運用力が日

本社会に十分通用することを確認させるとともに、何のために日本語を学ぶかを

意識することも促している。また日本人側にとっては、時事問題について学習者

が違った視点から、その問題に対して自分の意見を持っていること、そしてさら

に議論ができる、という認識を与えたことになる。

8三つの問いかけに答えて
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ここで改めて、当初、筆者らが念頭においた三つの問いかけを考えたい。問い

かけの｜において、日本語学習が生活と専門分野の学習に必要不可欠なものとい

う認識のもと、学習者自身が目標と方法を確認できるようになるかを設定した。
「この授業で覚えた単語が別の授業でも出たので役に立った」という学習者にと

っては、日本語学習と専門分野の学習のつながりを実感できたであろう。実感と

結果を伴った専門学習と日本語学習の必要不可欠な関係性を認識すれば､学習者

も自身の日本語学習の目標と方法を漠然としたものから明確なものへ絞ることが

容易になる。「日本語だけでなく、日本の人々も知り得た」という学習者も、自
身が豊かに日本で生活するうえで、日本語学習がいかに重要な部分を占めている

か、改めて確認できたに違いない。

「ビデオを見たおかげでニュース番組を見るようになった」と述べた学習者は、

授業のビデオ視聴を通してニュースへの関'､uが高まり、ニュース番組を見る習‘慣

がついた。すなわち、授業で教材として接したことをきっかけに、ニュース番組

が学習から生活に必要なものとなったといえる。時事問題を授業で扱うというこ

とは、授業にリアリティーを生み出す。授業で取り扱っていたテーマが、そのま

まテレビや新聞、インターネット記事で映し出されれば、学習者も自然とそちら
に目が向くであろう。

｜|の日本語学習リソースの問いかけに対しては、「視点・論点」の内容がテー

マや話し手によってその理解度が異なるということ、またそれ以ﾀﾄに使用した新

聞や本、さらにインタビューや討論による日本人との会話を通し、既存の教材で

はできない様々な学習とその方法を学習者は学んでいった。自分が実際に経験す

る場で日本語運用力を向上させるには、自分の周りのレアリア（実物）を使って

いくしかないことが認識されたといえる。今後はより意識化を進めるために、自

らの周りの素材を書き並べ、学習素材の概念地図を作成するという方法を、スト

ラテジートレーニングの一環として取り入れると、さらに有効かと思われる。

’11は、日本人との生活の中で、学習者にとってこれからどのような運用力が必

要で、どのように日本人へ働きかけるか、というものだった。当初、学習者に必

要な運用力を推測し、その基盤づくりを目指した。しかし学習者は先にも述べた

とおり、「視点・論点」で使われた日本語の表現やその内容を、受動的に理解す

るだけでは満足しなかった。学習者は、テーマに関する自らの意見を教室内で述

べ、それをもとにインタビュータスク等で周囲の日本人と意見交換を重ねた。そ

して最終課題の「日本人への提言」の活動は学習者に、日本語を運用する活動に

対して自信と興味を持たせ、やがては彼らの生きたコミュニケーションの実践に

対する意欲の高まりへと続いていった。この一連の流れは、学習者が自分たちで

計画をたて、実際に教室ﾀﾄで情報を収集し、その作業の結果を一つの作品にまと

めあげるプロジェクトワークである(田中ら,1988)。それほど学習者が主体的にこ

の授業に関わり始めたということでもある。この活動における学習者の変化に伴

い、教師もまた、この授業の果たす役割に対する意識的変化が芽生えた。本稿6，

7で述べた内容こそが、学習者がその日本語力を使って日本人へどのように働き

かけることができるか､を図ろ具体的な活動として提示できたと考える。

むすびにかえて～大学の日本語教育が目指すもの～
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2004年4月から翌年2月までの日本語の授業さらに「日本人への提言」を作成

して半年が経過した中で本活動を振り返り、いわゆる上級の日本語教育の可能性

について述べる。

まずは、いわゆるコースデザインという「学習目標の設定→学習者のニーズと

レディネスの調査及び把握→学習内容→学習の素材→学習方法→実施（署回の授

業、半期という複数回の授業）→評価→次のコースデザインへ」一連の流れの中

で、学習者を含めた現状を把握することが必要であろう。学習者は、日本語の学

習を最大の目的としていた日本語学校から、実際に使う場である大学へという学

習環境の大きな変化の中に存在する。そしてこれまでの目標も、日本語能力試験

及び日本留学試験で高得点を獲得することから次の目標へと向かう。これまでの

学習内容、方法では対応できないことを学習者が意識することが必要なことはい

うまでもない。

また、大学教育の枠組みの中では、時間、方法、内容の中に制限を持つ。それ

ゆえ教師は学習者に対して、自らが設定した教育活動の中で学習者を評価する必

要がある。それは平常の出席点、取り組み度、成果物（作文や発表）を評価し点

数化し、単位を与えるという活動である。

筆者らは、上記の評価を狭義の評価と考え、大学における日本語教育はより広

い意味での評価を目指すべきと考える。それは、この教育活動に関わる者すべて

が評価の活動に関わることが、新の意味での「日本語教育」につながるとする。

この評価の点からは、教授者の評価はもちろん、学習者側にも、日本語の使い

手としての自己の学習に責任を持つという意味での自己評価が必要であろう。学

習者が、自らの取り組みはと・うであったか、この活動を通して自分は何ができる

ようになったのか、本稿で設定した教師の問いかけが学習者自身に直接つきつけ

てもよかったのではないだろうか。今回の「日本人への提言」は、コメントを書

いた日本人も、討議に参加した県の職員も評価者となっていろといえる。日本語

話者としての評価者の役割は非常に重要である。学習者が自分の日本語運用力を

適当に自己評価できるように、彼らの日本語を教室外の日本語話者からも評価し

てもらえるような環境が整えば理想である。

最後に、日本語教師は知っていることを教える存在だけではなく、上述のよう

な学習環境の場を設定する存在であることも確認できよう。従来型の教師がまず

自らが学び、得たその知識を目の前の学習者に注入するという役割から、学習者

と教師が共に目の前のリソースを利用しながら学習していくという、教師が促進

者やコーチのような役割をする活動もあろう。

さらに、日本語を学習する中で学習者と地域の日本人を結びつける役割もまた、

生活環境の整備という点からも必要である。学習者と同時に学習者を受け入れる

社会の日本人の状況も考え、地域社会における共存をいかに図ろかも日本語教師

の役割かもしれない。それには学習者の状況把握とともに、学習者が生活する地

域の状況を把握することも求められる。

最終的に本活動は、学習の場を教室から教室外へと拡大した。これを可能にし

たのもまた、教室内だけでなく教室ﾀﾄでも共時性のある時事問題を扱った生素材

を用いた授業だったからに他ならない。日本語授業に生素材を用いるには、多く

の場合それを教材化する必要がある。教師にとって、その作業は確かに大変なも
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のである。しかし、留学生の生活に即した日本語運用力に焦点をあてた日本語学

習を考えるとき、この活動の学習者の評価を見る限り、生素材使用は有効である。

とくに授業のもたらすリアリティーが教室外て・も通用するという実感は、学習者

が自身の表現で周囲の日本人に働きかける機会を広げるであろう。

大学における生素材を用いた日本語教育の可能性は、まだ計り知れない。今後

もどのような可能性があるか、研究を重ねる仏要がある。今回は教師二人が、実

践を重ねる中で互いの授業を振り返りさらに話し合う場を持ち、また今回のよう

に目標の拡大を図りながら、自らのネットワークを広げつつ新たな試みができた

ことが成果であったと考える。この活動は学習者のニーズの顕在化に際し、教師

自らも様々な意味で「変わる」ことの意義を認識したといえる。

【参考文献】

青木直子（2001）「教師の役割」青木直子・尾崎明人・土岐哲[編］『日本語教

育学を学ぶ人のために』世界創思社182.197頁

田中望（1988）『日本語教育の方法一コース・デザインの実際一』大修館書店

田中幸子･猪崎保子･工藤節子（1988）『コミュニケーション重視の学習活動1プ

ロジェクトワーク』凡人社

付記：本稿は、はじめに、8及びむすびにかえては山田、三隅の両者が、1～5

を山田が、6～7を三隅が主に執筆した
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参考資料①教材スクリプト例

NHK視点薗点「1．29シヨツクについて考える」松谷明彦2004.6.29放送

こんばんは。先日、厚生労働省から2003年の出生率、すなわち一人の女性が一生の間に産

む子供の数が、1．29に低下したとの発表がありました。過去最低であった、一昨年の1．3

2をさらに更新したわけですが、それを受けて、効果的な少子化対策。つまり出生率を向上させ

るための対策を求める声が一段と強まっているようです。そこで、今日は、「そうした出生率の低

下を我々としてはどう受け止めるべきなのか｣、ということについて話したいと思います。

出生率の低下を、経済や財政、年金といった視点から考えれば、それは、将来働き手が滅少し、

同時に国民の」といいますが、労働力人口の減少は、経済成長にとっては、大きなマイナス要因

です。また、働き手の割合を「労働力率」といいますけれども、「労働力率」の低下は、現在問題

となっている年金収支や、財政収支を一層悪化させることになります。したがって、「早急に少子

化対策を講じて出生率の向上を図るべきだ」という主張についても、それなりにうなずけるとこ

ろはあります。

しかし、私は出生率の低下にこだわりすぎるのも問題だと考えます。というのは、現在の日本

においては人口の高齢化という、もっと大きな問題が急速に進行しているからです。これからの

2．30年間、日本では高齢者が急速に増加し、労働力人口が急速に滅少します。先ほど、「出生

率が低下すれば、将来の労働力人ロが滅少する」と言いましたが、これからの2．30年間にお

ける労働力人口の減少は、それとは比較にならないほど、急速かつ大幅なものなのです。経済に

対する影響もはるかに大きく、日本経済は成長率の低下に留まらず、継続的なマイナス成長、つ

まり右肩下がりの経済とならざるを得ないでしょう。労働力人口の減少があまりにも急速である

ために、省力化などの技術の進歩をもってしても、とてもカバーしきれないというわけです。

年金に対しても、その影等は甚大です。先般の年金制度改革については、大きな波紋を呼んで

いますが、私が試算したところでは、今後の大幅な労働力人ロの洩少によって、さらなる給付や、

負担の調整を迫られることになるものと考えられます。そして、問題は、経済や年金、財政にお

ける、そうした激変に対する準備が、現在のところほとんど進んでいないところにあります。

先ほど、出生率の低下にこだわりすぎるもの問題だと言いましたが、それは出生率の低下に目

を奪われて、こうした、足元にある問題をきちんと認鎖していないのではないか、と思われるか

らです。さらにいえば、出生率が上昇しさえすれば、それらの問題は解決するだろうと、考えて

はいないでしょうか。そうだとすれば、我々は対応を誤ることになりかねません。仮に、出生率

が上昇しても、その子供達が成長して労働力になるには、2．30年かかります。日本が現に直

面している問題は、何も解決されないのです。

では、なぜ、この2．30年間において、高齢者が急速に増加し、同時に労働力人口が急速に

浅少するのでしょう。その理由は、戦後のベビープームと、その後に行われた大規模な産児制限

にあります。つまり、高齢者が急増するのは、ベビーブームの世代、いわゆる団塊の世代が年を

とって高齢者となるためです。そして、労働力人口が急変するのは、優生保護法などによる産児

制限の行われた世代が、変わって労働力の中核となるためです。そして、そうした高齢者の増加

と労働力人口の減少が、いかに急速なものであろうと、われわれはその速度を変えることはでき

ません。これから、生まれてくる人の問題ではなく、現にこの世に存在している人々の年齢構成

からくる問題だからです。したがって、日本が直面する問題は、対処療法ではとても解決できな
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いでしょう。高齢社会をみすえた、経済システム。社会システムの抜本的な再構築こそが求めら

れているのです。

企業経営においては、これまでの薄利多売的な経営手法から、利益率を基本とした新たな経営

システムへ脱皮する必要があるでしょう。財政についていえば、ゆとりの少なくなる経済のもと

では、増税は経済を一層縮小させることになります。増税に頼らず、労働の減少にみあって財政

支出が縮小するようなシステム、すみやかに転換すべきだと言えるでしょう。

年金改革にしても、労働者から高齢者の所得の移転という現行のシステムだけに固執するので

はなく、たとえば家賃の低い公的な賃貸住宅を大量に供給するなど、いわば､社会的なストック

の活用をあわせて考えるといった、発想の転換が必要となります。その賃貸住宅は、南世代にも

渡って機能するわけですから、財政と年金をあわせたところでは、国民の負担はむしろ小さくな

ると考えられます。

そして、そうした新たなシステムが開く未来は、決して暗い未来ではありません。経済は縮小

しますが、人口も減少します。私の試算では、一人あたりの国民所得は、現在の水準が維持され

ます。日本の一人あたり国民所得は、現時点で世界の最高水準にあるのですから、今後とも日本

国民が世界有数の豊かな国民であることにかわりはないのです。

出生率の低下を、軽視するわけではありませんが、その影零が現れるのは、これから2．30

年先のことです。しかも、先ほど言いましたように、出生率の低下による、労働力人口の減少は、

これから団塊の世代が高齢化することによる労働力人ロの滅少に比べれば、ずっと小幅なもので

す。したがって、それまでに今述べたような、経済社会システムの再構築が進んでいれば、出生

率の低下がもたらす問題への対応ははるかに容易なものになると言えるでしょう。

ただし、システムの再構築はさまざまな既得権を消滅させることになります。少子化対策の緊

急性を主張する根底には、だから現在の経済社会システムを変えたくない、つまりは既得権を維

持したい、という気持ちがありはしないでしょうか。高齢化と異なり、少子化はまだ変化する余

地があります。それを奇禍として少子化対策を主張している面があるとすれば、それはシステム

の再構築にとって障害となりかねません。

この点は、外国人労働者の活用という主張とも相通ずろところがあると考えます。仮に、外国

人労働者の活用によって、現在の労働力水準を維持しようとすれば、今後の24年間で2千40

0万人ものﾀﾄ国人労働者が必要となります。そのときの、タト国人比率は、20％以上と先進国に

はまったく例をみない高さに達します。したがって、外国人労働者の活用によっても日本経済の

縮小と、それに対応したシステムの再構築を避けることはできないと考えるべきでしょう。それ

だけ、今後の高齢化の進展は著しいのです。わずかな出生率の変化に一暑一憂することなく、足

元にある問題を正確に認識し、冷静な対処をもって未来を開くことを望みたいと思います。
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参考責料②事前学習一新聞読解用プリントー

[ウォーミングアシカ
○「少子化」という言葉からイメージすることは？

○あなたの国で「少子化」という言葉は話題になっていますか？

「高齢化」

噺聞紀事から】

日本の2003年度の出生率は（ )→戦後最低の記録

この10年間、少子化対策を行ってきたが、

、）の低下は止まらない。その背景には②
⑥）、⑭）の進行がある。

)だけでなく、

① ［

の［

]の変化に大きく関係。生まれる子どもが減り続ければ、社会保障制度
］の比率が下がり、制度の現状維持が難しくなる。

②、③ 85年以降、20～30代の未婚率は男女ともに上昇を続けている。40歳以上の未婚者人

口も増え続けている。→結婚と出産の［］だけでなく、［］化現象
起きている。

④②、③に加えてI］現象が広がる
→この10年間､政府は少子化対策として育児休業制度や保育所の整備を進めてきたが、

まだ十分ではない。［］そろって子育てできる生活にほど遠い。
↓

日本の現状は、ドイツやイタリアとともに［］と分類される。それは

同時に［］が進むことを意味する。このままでは、年金、医療、介護

などで［］と［］のバランスが崩れる危険に直面している。

参考寅料③事前学習一語量調べプリントー

1.29ショックについて考える
○ことばを調べておきましょう。

『111挫壬錨 ★★次の表現を友達に聞いた[11］・抜本的
り、インターネットで調・早急に・再構築
くましよう。・対策を講じる ［V］

○厚生労働省
・向上を図ろ・薄利多売

○ベビーブーム[|I|］・脱皮

・右肩下がり・ストック ○団塊の世代

○優生保護法・カバー ［V|］

・甚大・既得権
★★次の質問を日本人にして

・波紋を呼ぶ・奇禍
みましょう。

．早晩・相通ずろ
「最近、子どもが減っていま

．～ことになりかねませ。著しい
す。

ん・一喜一憂
そのことについて、何か考え

[|V］・対処
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参考資料④授業用タスクシート

○テープを聞いて、（）にことばを書きましょう《

問Iあなたは出生率の低下をどう受け止めていますか？

[11］

出生率の低下を、（）や（）、（）といった視点から
考えれば、それは、将来働き手が減少し、同時に、国民の中の働き手の割合も低
下することを意味します。働き手のことを「(①）」といいま
すが、「(①）」の減少は、経済成長にとっては、大きなマイナス
要因です。また、働き手の割合を「(②）」といいますけれども、
「(②）」の低下は、現在問題となっている年金収支や、財政
収支を一層悪化させることになります。したがって、「早急に少子化対策を
（）、出生率の向上を図るべきだ」という主張についても、それなりに
うなずけるところはあります。

問2松谷さんは出生率を図るべきだという主張について､どう考えているでし
ょうか？

[|||]－’

しかし、私は出生率の低下にこだわりすぎるのも問題だと考えます。というa

急速に増加し、（）が急速に減少します。先ほど、「出生率が低下す
釦ぱ将来の勢働力人口が減少するlと言いましたが、これからの2．30年田れば、将来の労働力人口が減少する」と言いましたが

のなのです‘

[I||]－I

痩蔑鱒雲率"低下継総窯翼脈→（

問題点：経済や年金、財政における激変に対する準備が現時点で

[|||]－|’
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出生率の低下にこだわりすぎるもの問題だが、それは．・・・・

○（）と思われるから。
さらにいえば、

○（）と考えていないだろうか。↓
今、仮に出生率が上昇しても、日本が現に直面している問題は、何も解決され
ない。

[|V］

では、なぜ、この2．30年間において、高齢者が急速に増加し、同時に労働

力人口が急速に減少するのでしょう。その理由は、（）と、
その後に行われた大規模な（）にあります。つまり、高齢者が急

増するのは、ベビープームの世代、いわゆろ（）が年をとって高
齢者となるためです。そして、労働力人口が急変するのは、（）など
による産児制限の行われた世代が、変わって労働力の中核となるためです。そし
て、そうした

これから、､ら、生まれてくる人の問

からくる問題だからです。

）ではとても解決でき

題ではなく、

したがって、

ないでしよ

日本が直面する問題は、（
も

う。

|;鰯税労献燃す鱒
問3高齢社会をみすえたシステムの再構築には発想の転換が必要だといっていますが、あ
なたなら、どんな発想の転換をすすめますか。考えてください。

[V]－1I

そして、そうした新たなシステムが開く未来は、決して暗い未来ではありませ

。
、

ん
は

私の試算で

。日本の一は、一人あたりの国民所得は、（）が維持されます。日本の一

人あたり国民所得は、現時点で世界の最高水準にあるのですから、今後とも日本

国民が世界有数の豊かな国民であることにかわりはないのです。

[V|］－｜I
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（）による労働力の人口く（）による労働力の人口
↑

2，30年先までに経済社会システムの再構築が進めば、対応は容易になる。

[V|］一｜’

ただし、システムの再構築はさまざまな（）を消滅させることにも

ります。少子化対策の緊急性を主張する根底には、だから現在の経済社会シスラ

ムを変えたくない、つまりは（）、という気持t

がありはしないでしょうか。（）と異なり、（）はまだ変イヒ

する余地があります。それを奇禍として少子化対策を主張している面があるとす

れば、それはシステムの再構築にとって障害となりかねません。

[Vll］

この点は、外国人労働者の活用という主張とも相通ずろところがあると考えま

す‘ 仮に 外国人労働者の活用によって、現在の労働力水§ を維持しようとす湘

ば、今後の25年間でI )人もの外国人労働者が必要となりま

す。そのときの、外国人比率は、（）％以上と先進国にはまったく例をみな

い高さに達します。したがって、外国人労働者の活用によっても

（）と、それに対応した（）を避けること

はできないと考えるべきでしょう。それだけ、今後の高齢化の進展は著しいので

す‘ わずかな出生率の変化に一喜一憂することなく、足元にある問題を正確に鳶

【考えてみましょう】

1システムの再構築によって既得権が消滅するといっていますが、どのよう

な既得権が消滅すると思いますか？

2高齢社会をみすえたシステムの再構築には「発想の転換』が必要です。宙

なたならどんな「発想の転換」をすすめますか？考えてみてください。
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参考責料⑤日本人への提冒

「学歴と生活と独立」

工学部○○学科1年

○○（中国）●

私は日本に来て、もう2年半になります。様々なアルバイトをしながら、日本人の仕

事に対する気持ちも分かるようになりました。私が知り合った日本人たちは、ほとんど

自分の人生を自分で決めていました。例えば、中学校を中退して、居酒屋でアルバイト

して、今では社員から店長になった人もいます。また、ずっと勉強し大学院を卒業して

から、さらに研究を続けている人もいますが、みな自分の気持ちを大事にして、将来を

考えて生活しています。これは私にとってとても羨ましいことです。

中国の社会は、日本の社会より学歴に対する注目度が非常に高いのです。大学を卒業

しても、会社に就職するのは大変難しいと思います。もし高校を中退すれば、就職はほ

とんど無理になりますし、生活のための仕事も探しにくいのです。中国での学歴と生活

の関係は、水と魚の関係と同じだと思います。しかし、日本の社会では、高い学歴がな

くても、頑張れば何らかの仕事でも暮らしていけると思います。その裏で、日本人の将

来の生活に対する心配はほとんどないですから、当然エリートになるための頑張る気も

ないと思います。

先月の成人式のニュースから、いろいろな若い人の将来に対するメッセージを見まし

た。本当にびっくりしました。大人になったけど、そんな言葉が出たのは、とんでもな

いと思います。私は今の若い人の将来が心配になりました。日本社会の将来も心配にな

りました。多分、日本で成人になるのを20歳ではなく、いっそ30歳に変えるほうが良

いと思います。

日本人に聞いてみたいこと：

日本の成人は20歳になることです。中国では18歳です。

成人＝30歳という考えに対してどう思いますか？

－56－



櫛寅料⑥日本人への提首「テーマと日本人に聞きたいこと

－57－

日本人への提言くテーマ＞ 日本人に聞きたいこと（ひとことて｡） ｺﾒﾝﾄ恩

A 学歴と生活と独立 日本は20歳、中国は18歳が成人です。成人＝30歳とい．

考えに対してどう思いますか。

（

B 集団で行動することは、いいこ

となの力

あなたは小さいグループで動きますか。個人で動きますか‘ 18

C グローバル化の中の日本 あなたは、今の中国の現状に詳しいですか？機会があれば

中国に行ってみようという気持ちがありますか。

；

， ｢大人」という認識 両親を大切にしていますか？ 4

E 日本人がNEETにならないた

めの提言

自分の家族のためじゃなくても、自分のために若いうちか

ら何かしたほうがいいと思いませんか？若いうちは10～

20年しかないから、自分が将来後悔しないように慎重に考

えてください。

4

F これからの日本の成人の日 成人式だけでなくて、成人になるまでの転換過程について

どう思いますか‘

■
Ｆ
Ｌ

G 日本人へ少子化対策につい

ての提言

もう一つ提言がありますが、「できちゃった婚」の夫婦にお

金を与えたらどうでしょうか？

4

H 子供を甘やかすな 子供のころ、甘やかされていましたか？
■
Ｐ
＆

I 大人になりましょう 中国にどんなイメージを持っていますか‘ 〔

6 日本の若者Iこ ごめんなさい。書いたことはきついかもしれないです。E

本の小学校では道徳の授業がありますか？

14

K 苦しい労務輸入の中国人研修

生

アルバイトとして所属が決まった研修生を雇用するのは違

法行為ですが、その研修生を罰する前に、正式に彼らを雇

用した雇用先の待遇や条件を改善するのが前提にあるべき

で、ぜひ調整してほしいと思います。どう思いますか。

ｒ
ｐ
Ｌ

L 少子化問題について考えてみ

ませんか

結婚するのは何歳ぐらいがいいか？
l■

閉

山

M 現在の日本で若者と子供に与

えたよくない影響

日本人のみなさんにとってよくないとい思う番組はありま

すか。それはどんな番組ですか‘

6

N 目覚めよ、日本の若者、日本の

責任者

私の意見についてみなさんどう思いますか？ 4

0 日本人が少子化傾向を食い止

めるため

少子化が進んできて、直接受けた影零にはどう対処したら

いいと思いますかく

P 子育ては損だ？！ 子供が何人いても、ひとりと経済的な負担が同じだったら

子供を何人まで育てますか？

Q ニートを増加させないための

提言

ニートに対してどんなイメージを持っていますか

R 増加するNEETについて ニートはどんな感じがしますか？



I参考責料⑦日本人のコメント例

「日本人への撞冒」に対して

○△△さんの提言に関して
－

○私のコメント

2005.3.12

お名前（○○○）

俗悪なテレビ番組が子供たちに悪い影響を与えるのは確かだと思います。番組内容が

視聴率に左右されざるを得ないメディアでは、製作者の良心に期待するもの無理なのが

現状です。

やはり、親の責任は大きいと思います。

○日本人に聞いてみたいことに関して

意味もなく笑ったりふざけたりするものとか、暴力シーンの多い映画とかいろ

いろあるようですが、私はそういうのを見ないので、具体的にはわかりません。

○提言以外に文を読んで感じたこと

表題…文の内容を考えると、表題を変えたほうが良いように思います。

｡…･･･････…･･･….……………｡｡…･･･………｡｡…･………･…..….…･…･…｡｡……。｡……･平.o---.．ﾆー ﾆーﾆﾆご＝＝ﾆﾆﾆﾆﾆﾆ…-----冒冒.､-.-...＝＝----＝＝･一言-＝＝__畠＝言＝＝ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ幕－－＝＝言弓皇-..二＝言＝=＝＝ﾆﾆﾆﾆﾆﾆ＝＝--笠章冒＝:二言皇．_＝＝＝こ＝ﾆﾆ言---ニー,圭一＝幸:冒鴬＝二:.＝____＝＝＝＝ﾆー ｰー ｰー ｰー ﾆーー ｰー ｰ

『日本I人への提首」に対して

○△さんの提言に関して
－

○私のコメント

2005.3.10

お名前（○）

△さんの提言は論理的ですばらしいと思います。ただ、「老後の生活も年金力

あるので」という箇所について、少し補足したいことがあります ◎

現在の日本の年金は、△さんが予想しておられるほど高くはなく、それだけ

で生活しているのは大変です。（職種によっては、会社から年金が出る場合もあ

ろ）私の父親は72歳ですが、まだアルバイトをしています 《

生活が苦しいのにもかかわらず、スネをかじらせて、子どもがNEETである

ことを容認する親までいます。これは、大変好ましくない現象だと思います

もちろんそうだと思います。自分の人生を振り返っても、就職でも仕事でも遊

びでも、精力的に動いた時は、結果が良くなくても後‘海は残らないです
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○提言以外に文を読んで感じたこと

すばらしい文章を書かれるなと思いました。これからも、しっかり勉強なさっ
てください。
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日本事情「吉野川プロジェクト」

～参加者の視点から見直す～

TheYbshinogawaPrmect

-AnattemptofprQjectworkatthe'Ibkushj血aUniversity．

徳島大学総合科学部

吉度綾子

徳島大学留学生センター

Gehrtz三隅友子

ABSTRACr

For肋reignstudentswholiveintheTbkushimapre他ctureandstudy

Japanesecultureandsociet恥itisnecessarytounderstandtheareathatis

closetothemandtocommumcate金eelywiththepeoplewholivethere・

There幼reweselectedtheYbshinogawa,abeautihllfrst-graderive砥whichis

alsoasymbolofthepre企cture,asatopicfbrourpr可ectwork､Wehadthe

允reignstudentstogetherwithagroupofJapanesestudentsinvolvedwith

people,things,andsocietythatareconnectedwiththeYbhinoRiverbByusmg

themasresourcesfbrthepr可ectworkthestudentswereabletogetincontact

withtheenvironmentsurroundingtheYbshinogawa・Whattheylearnedm

thisprocesswmhelpthemtheircampusMう．

Throughquestionnairesweaskedsomeparticipantswhattheythoughtofthe

"YbshinogawaPrOjecf，asaprmectworkandwhatkindofe艶ctorsignihcance

ithad的rthem.A此erevaluatmgtheresultsofthisinquiryweareconsidering

severalimprovementsinourpr可ectwork．

はじめに

留学生対象の開講科目として大学には「日本語」及び「日本事'情」が、設置さ

れている（昭和37年当時の文部省省令)。前者は、留学生が大学生活をおくるた

めに必要な日本語の能力（文法、語棄、表現）を育成することが目的となる。し

かし後者の位置づけに関しては、教育内容を「一般日本事情、日本の歴史、文化、

政治、経済、日本の自然、日本の科学技術といったもの」あるいは「各授業科目

の内容については、日本人学生に対する一般教養科目の趣旨と同様の教育的意図

を実現できるように留意するとともに、学生が在学または進学する学部の専攻分

野に応じた基礎知識を持ち合わせて学習しえるよう配慮することが望ましい」と

し、その教育水準「大学教育の水準に応じた内容を有することを要し、初歩的内

容のものは従来どおり基準ﾀﾄ」とするという設定はあるものの、各大学の授業担

当者にその内容・方法・目標は委ねられており、これまでにも様々な内容の報告
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がされている。

徳島大学では2001から2004年の4年間に「日本事'情」において「吉野川プロ
ジェクト」を実施した。さらに、このプロジェクトワークでは留学生と日本人学
生の協同学習（注1）を導入した。当初教師主導の形から始まり、実施の過程で
関ろ者の役割が変わることや知識を習得する以外の学びの形が存在すること等、
この活動は参加者にとって従来のものとは違った学習として捉えられた。本稿で
は、この活動に参加した一人の日本人学生が活動を体験し数年を経て他の参加者
らによびかけ、この活動が参加者自身にとってどのような意義があったのかを諾
査した。その調査結果をもとに、実施者である教師とその意義と問題点を再構成
することを試みた。

1プロジェクトワークとは

徳島大学共通教育科目「日本事'情」は留学生対象に開講前期に「日本事情｜・
'1|」、後期に「日本事情|’．|V」の名称で開講した。そのうちの後期開講の一つを
「吉野川プロジェクト」と名づけ実施した。学習活動のスタイルとしていわゆる

「プロジェクトワーク」と「協同学習」を採用した。

教自『

1
学習者

(図1）

プロジェクトワークとは､「学習者がグループでプロジェクトを計

画し、その計画を遂行していく過程で目標言語をできるだけ多く使
用することで､目標言語の習得と定着を図ろ学習活動である｣(注2)‘

すなわち教師が知っている内容、知識が教師から学習者へと注入さ
れる活動（図1）ではなく、現実の様々な活動に即したタスク活動
が行われる。さらに、プロジェクトワークには、成果発表型（学習
した内容をまとめて広く配布する)、調査型（日本語の話者や社会を
司作業型（教師、または他の日本人との共同作業を中心にする)、調査する)、共同作業型（教師、または他の日本人との共l可1'F栗を中‘哩(＝~ヮらﾉ、

日本人参加型プロジェクトワーク（注3）といった型も存在する。型の違いはあ
っても、共通の特徴として、①教室と現実の生活をつなぐ②学習者がより主体的
になる③体験的な異文化接触を起こす活動であることが挙げられる。この特徴に
加えてリソースが重要な役割を果たす。このリソースは、学習のための素材であ
り、人的、物的、社会的の三種が組み合わさり、人的､物的､社会的の三種が組み合わさ

って教材となる（図2)。

教師はこれらのリソースを提示するだけで

なく、授業以外に学習に関する相談を受け、

学習を支援する活動として学習カウンセリン

グを行う。また、評価に関しても考え方が異

なる。教育活動の前後の学習者の状態を比べ

てその伸びや変化をみて成績を出すという評

価に加えて、プロジェクトワークでは、活溌

に関つた者全てが自らをそして他者を評価す
ることが行われる。これら複数の視点からの

評価によって吟味、検討がなされ、次回のう

ロジェクトの改善へとつながる、循環型評価と考える
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2吉野川プロジェクト

2-1テーマとしての吉野川

「吉野川プロジェクト」では、まさに吉野川を主なリソースとした（注4）。そ

の理由は、徳島を代表する事物であり、徳島の生活、文化そして歴史を語るとき

の前提ともいえることが挙げられる。リソースとして、人的・社会的・物的のど

れにも匹敵する様々なものを持つこと、徳島で生活する上で「吉野川」を知るこ

とが非常に重要であるとみなしたからである。テーマを設定した教師自身がまず

「吉野川」を学んでその知識を学習者に提供するのではなく、学ぶための方法を

提示しながら、教師が学習者と一緒に学ぶというスタイルをとった（図3）。

－
皿
L望芝生」

恥 リソース

人（講師）・物・社
日本人学生 ← 教師

(図3）学習の形態

2－2活動の特徴

テーマに加えて、次の活動を設定した。

①人的リソースとしての各専門家（講師・ゲストスピーカー）の講義

②留学生の他に日本人学生の参加（協同学習）

③最終プロダクツとして自ら吉野川に関するテーマを選び発表及びレジュメ

の作成

④最終プロダクツの公表（発表風景はDVDにレジュメは冊子にする）

上述のプロジェクトワークのいくつかの型を総合させたものである。

2－3年度別スケジュール

年度別のスケジュールは参考資料①（以下資料とする）のとおりである。年度

によって差があるが､基本的な流れとして､期間中に専門家の講義を数回設定し、

その前後に準備とフィードバックを行った。まず10月当初に「吉野川の概要（国

土交通省)」で吉野川を概観し、そこから「農業と農作物（竹・藍・野菜)｣、「吉

野川の魅力（写真)」「吉野川の生物（魚)」「吉野川と古地図（地理学)」「吉野川

と方言（言語学)」といった内容を、最後に「吉野川と市民運動（第十堰問題)」

が4年間に行ったものである。これらの講義に加えて、吉野川クルーズ、ひょう

たんじまクルーズといった乗船による実地体験も加えた。12月から、参加者が各

自テーマを決め調査を行い、1月の発表に向けての準備を進めた。教師は各学習

者のテーマの相談と調査の方法、まとめ方等の相談（学習カウンセリング）を行

った。

2-4受講者と参加者

表1のとおりである。単位の必要な学部留学生に加えて、大学院生及び研究生

の参加も認めた。留学生は、エ学部と総合科学部に所属し、工学部の学生がほぼ

3分の2を占める。日本人は総合科学部の日本語教育関連の受講生及び国際交流

を希望する日本人学生を募った｡2001年は留学生と日本人学生のバランスがよく
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ペアワークの形で授業が進められた。

表1参加メンバー

2－5活動

教師の事前準備として、講師の依頼と様々な資料の収集が挙げられる。講師に

対しては、留学生に対して基本的な内容を、より平易な日本語で話すことと理解

を助ける様々な資料の配布と紹介をお願いした。入手した資料を教材としてリラ

イトすること（簡単にする、読み仮名をつける）や、また理解を確認するための

タスクシート（資料②･1）や語棄表の作成も行った。講義の前の授業では、教師

主導でこれらの資料を理解することと内容を理解した後､講師に聞きたい質問(資

料②･2）を記述した。この質問は講義前に送付し、留学生の興味関‘煙及び日本語

能力を知ってもらう材料とした。

講義当日は、まず吉野川のテーマに即したお話（約60分）と事前に送った質

問に対する答えを聞く活動を行った。吉野川という共通のテーマ以ﾀﾄは、4人か

ら5人の各講師それぞれの職業（徳島大学の教員を含む)、年齢、方言等の異な

るスピーチを聞く機会となった。各講師の話の内容（専門分野）は違うが、共通

に使われる固有名詞やことばがキーワードとして頻繁に使われていた事実もあるく

学習者は話の内容がどのくらい分かったか（％による自己評価）とその理由を含

めた感想（自由記述）を記した（資料③)。

教師は、各講義を録画し次回授業においてフィードバックを行った。具体的に

はわかりにくかったところの解説や言葉の確認である。講義及びフィードバック

の後、お話に対する感想とさらなる質問（もっと聞きたいと思ったこと）とお礼

を記した。講師に対する感想等は、学習者が作成した報告集と発表DVDと共に

講師に送付した。
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く教師の動き＞

①準備

↓

内容の決定・講師への依頼

資料からの教材作成講師とのやりとり

②犀一詞学習者と共に内容を聞く録画
学習者の理解を確認する

↓

③F~ﾏーﾆ~F天~ワーヨ内容･語葉の再確認
新たな問題点の確認

（自らのテーマを選ぶヒントの提供）

↓

④講師へのフィードバックお礼・新たな問題点の送付

く半期の中でこの活動を4回~5回繰り返す>医~ﾃ面頚弱

2-6最終課題（発表・レジュメの作成）

最終課題のテーマは表2のとおりである。学習者は、上述のように12月ごろ

からそれぞれのテーマを決め準備を始める。

表2最終課題のテーマ

2001年

･吉野川とラジヤン川の比較

・吉野川の魚

・吉野川について学んだこと－インタヴュー

2003年

･吉野川～第十堰と住民運動～

･吉野川が生んだ優れた人物

･吉野川の機

･吉野川の魚

･吉野川の自然

･吉野川における方言

．暴れもの吉野川とその対策

･吉野川を学んで

2002年

･かずら橋の旅

･吉野川の石

･吉野川と藍染め

･飲水思源

･吉野川のタ．ムの役割

・高地蔵は吉野川を語る

2004年

・藍

･吉野川と観光ス･ポット

･吉野川と松花江の比較

・第十堰プロジェクト

・東環状大松について

・第十堰と治水

・吉野川に住む生き物について

･吉野川の水資源と電力システムからの想い

テーマを決める際には、各自の興味または専門とこれまで得たリソースを照合

させる。例えば、電子工学科の学生は電力資源としての吉野川の役割を、生物工

学学科の学生は吉野川の魚を、また藍に関してのテーマを選んだ二人は協力して
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一人が藍染体験をレポートし、もう一人が藍の生育と歴史に関して調査を行って

その内容を二人で報告している。各人のテーマを早い時期にクラスで明らかにす

ることによって、共通のテーマを選んだもの同士がク・ループになって取り組むこ

ともあった。また、講師の話を聞いた後、テーマを変更し実際に第十堰を調査し

た報告もあった（資料④)。1月末に発表会を開き、他者の発表を聞いて感想を書

く（他者評価）ことまた自分の発表を振り返って書く（自己評価）を行った（資

料⑤)。また発表の様子とレジュメは最終的にDVDと冊子とし、受講した学習者

とゲストの講師に配布した。

3「吉野川プロジェクト」を経て

日本人参加者の一人であり筆者の一人（吉度）が、2005年10月時点で連絡可

能な吉野川プロジェクトの参加者にアンケートを実施した。その中で得られた参

加者の声を「学習者（留学生）の声｣、「日本人参加者の声」として以下に記述す

る。

3-1アンケートによる学習者の声

4名の学習者から吉野川プロジェクトの感想が得られた。内訳は、2001年に受

講した1名（以下、学習者A）と、2004年に受講した3名（以下、それぞれ学

習者B、学習者C、学習者D）である。アンケート項目は、①吉野川プロジェク

トに参加した満足度、②役に立ったこと、③困ったこと、④日本人の存在、⑤主

体的活動、⑥自己評価の6項目について、％評価と記述形式で問うた。表3に参

加した学習者の声を項目別にまとめた。

全体的な感想としては、このプロジェクトを経て、吉野川に関するたくさんの

知識を様々な専門家から得られた、そのことで自国の環境と比較し意識するよう

になった、また、今まで使ったことのなかったPC機器を用いて発表の仕方が身

に付いた、さらに日本人参加者との交流で日本人と意見交換できた、などが挙げ

られた。

表3学習者アンケート

皿

A：（75％）今まで全然知らない自然の世界を知ることが出来た・授業はとても楽しかった・いろいろな人に来てくれた

のでたくさんの知識を得ることが出来たと思う

B：（75％）吉野川をはじめ「川」についての知議はあまりにも浅すぎたので、参加して本当に良かった

C：（100%）専門家たちの話が聞けて勉強になった・吉野川まで行くことができとても楽しかった．普段授業では体験

できないようなすばらしい体験ができたこと、そして身近な吉野川について勉強できたことはとてもよい経

験になったと思う．今後もこの経験を学習にいかしたい

D：（75％）資料が充実していた．国土交通省の方は詳しい説明をしてくれた．吉野川の源流に一回行ってみたかった

厄而玉ﾗｦーZ~ミーヨ

B：（75％）エクセルで発表するのは初めてだったので、他の授業にも役に立った．環境に対する懲淑が身に付いた

C：（75％）私は○○科の学生なので、吉野川沿岸の植物や干潟の生物のことは資源問題を考える時に役に立っている

D：（75％）吉野川について多少詳しい知識を身につけて日本人とも話すときにも話せる．資料の収集や発殺の作成に

ついて大変勉強になって、これからもずっと使えると思う．自分の専門だけて･はなくて、せっかく日本に糸
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たのだから、日本の風俗や名物も勉強するべきだと思った

③困ったこと（もっとこうLてほしかった）

A：（75％）吉野川に見学をしたかった

B：（75％）私の国は項境愈域が非常に低いので、このプロジェクトで凝境を伝えるよい方法を一緒に考えてほしい

D：（10％）授業内容は充実だったし、たっぷり時間をかけて説明してもらったから、困ったことはなかった

応百束ズ万専司(なぜ日本人がいたと思いますか?）
A：留学生をサポートするため

C：先生一人だけではなく日本人学生もいることで、よりいきとどいた授業になったと思う，普段日本人学生との交流

をもたない留学生にとっては日本人学生と交流をもつよい機会にもなった

り：この授業で各国からの学生たちの感想を交換するのは大事だと思う．日本人の学生の感想も僕たちに最も重要だ

庵室葎砺調

A：（50％）：日本人の友違に手伝ってくれたので助かった

B：（50％）：発殺の内容はもうできたと思うが、量が多すぎた

C：（75％）：資料やインターネットで情報収集するだけでなく、実際に橋を作っている現場に行きその現状を観察したり：

（75％）：資料を収集するために、授業中の資料だけではなくインターネットも利用した．収集する過程で吉野川に

ついていろんな知漣を覚えた．パワーポイントもエ夫してなかなかいい発表になったと思う

応冒~百房周

A：（40％）：その時はまだ日本鰐が上手ではないので説明のなかでは不十分なところが多かったと思う

B：（25％）：緊張で何を倉いたいのか分からなくなってしまった．内容は多すぎたから発表時間に迫ってしまった

C：（75％）：写真や地図などを使い、理解しやすくエ夫した．緊張もしたけど、伝えたいことは全部伝えたと思う

D：（50％）：資料やパワーポイントの用愈は上手くできたが、練習の時間があまりなかったのでちょっと気まずかった

3．2日本人参加者の声

3.2.1日本人参加者のアンケート結果

4年の間に参加した4名からのアンケート（以下、それぞれ学生1，学生2，

学生3，学生4のように記す）の記述と、参加者である筆者の考察を、3．2．2で述
べる。

アンケート項目は、①吉野川プロジェクトに参加した満足度、②役に立ったこ

と、③困ったこと、④居'､u地、⑤参加した意味の6項目について、％評価と記述

形式で問うた。表4に参加した学習者の声を項目別にまとめた。

表4日本人参加者アンケート

皿

1：（95％）他の授葉では、こちらからかなり積極的に声をかけない限り、留学生がいても話す機会がなかった．当時、

日本語教育に興沫があったので、このよう巷機会は非常に貴重であった

2：（50％）少人数て・の授業、他の方の発宮について考えること、学外から来られた方のお諾をきくなど、通常の授案で

は経験できないことをさせてもらえたことはよかったと思う．留学生と触れ合う樋会が持てたのは新鮮で日

本にいながら何カ国もの人達と交流ができるのは本当に楽しかった

3：（75％）角度を変えて吉野川を捉えていくのは面白かったし、ゲストを迎えて話を聞けて身近に感じることができた

4：（60％）吉野川についての新しい知斌を得ることができた・留学生との交流ができた

厄面玉弓~兎~ﾐーE1

l：（95％）現在日本語を教えているので留学生と接することに慣れた．留学生が話す日本語を実際に聞くことができた
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2：（25％）自分が留学生という立場になった時に吉野川プロジェクトで参加していた留学生の授業態度が参考になった

3：（75％）毎日吉野川を車で通っていろと、水の量だとか水の汚れなど気にするようになった

4：（75％）吉野川についての話をするとき・留学生とのその後の交流

個菌弓~Z~ﾐーを1

2：（50％）人前で自分の話をしたり、発殺するということに慣れてなかったこともあり、時々息苦しいと感じた。ただ、

そういう時でも先生や他の参加者の方からのフォローや考える時間を十分に与えてもらえ楽になれた

3：（75％）吉野川について、例えば川に生息する生きものに関して、または住民投桑などに関して全く知激がなかった

為、それを留学生に説明するのは大変だった

応冨芯忍

1：（100％）日本語教育に興味があったため、留学生と一緒に作業するという立場で、実践的な活動に参加できたこと

は非常に貴重な体験だった．議栽やテキストからだけでは分からない感覚を体験することができたと思う

2：（50％）一緒に授業に参加されていた方にまかせてしまっていたと思う．個人的に意見を求められたり発表をしたり

することは苦手だったが、拙いながらも授業に参加させてもらえたことに感謝している

4：（50％）留学生のサポートとして、自分のできることはしたつもりだけれど、役に立っていたのか不安だった

応募充~[~更冨詞

1：一つのことを留学生と一緒にすることによって、異文化理解、日本語教育など、楳々鞍分野について、実践的な体

験ができた．徳島について客観的な知酸を得ることができたことにも大きい念索があったと思う

2：受身でない授業の参加について考えることができた．留学生の方と話をする槻会がもてたことに、それからの学生生

活には大きな愈床があったように思う

3：自分の今住んでいる所に関して興沫を持てたこと、そしてそれを留学生と一緒に学べたことに愈索があったと思う

4：留学生のサポーターとして．新しい知淑を得られた．日本鍔の知蝋の再雄蝿（留学生と話をする中で、簡単なこ

とばを説明する姪しさを感じた場面があった．日本語力をつける良い樋会になった）

3-2-2アンケート結果の考察

アンケート結果から、次の3点について考察する。

く異文化交流のきっかけ＞

日本人参加者の動機はさまざまであったが､･アンケートの結果からは、留学生と接する機会を

もてたこと、吉野川についての知識が得られたこと、他の人の発言について考えられたこと、ゲ

ストを迎えて話を聞けたことなどが満足した要因として挙げられた。最も多かったのが留学生と

の交流に関することで、参加した全ての日本人参加者がそれを肯定的に感じていた。特に学生1

では、「他の授業では、こちらからかなり積極的に声をかけない限り、留学生がいても話す機会

がなかったので、このような機会は非常に貴重だった」というように、留学生と接する機会を得

ることが難しい中で、吉野川プロジェクトは日本人学生と留学生の交流の場を作ったといえる。

異文化交流といえば、日本を離れ外国で生活して初めて達成されるものと考えられがちだが、交

流の場さえあれば、日本のこの徳島という地域でも十分に異文化交流ができることを、吉野川プ

ロジェクトを通して実感できたといえる。

また、異文化接触を行うことでそれ以降の日本人参加者の新たな意味づけがで

きていることもわかった。吉野川プロジェクトに参加したことで何か役に立った

ことはあるかという質問に対して、現在日本語を教えている学生1は「留学生と

接することに慣れたこと、留学生が話す日本語を実際に聞くことができた」こと

とあり、日本語教師という目標があり、そのプロセスとして吉野川プロジェクト

が役に立ったと感じていろ。また、学生2は実際に留学を経験する立場になった
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ときに、「吉野川プロジェクトに参加していた留学生の授業態度が参考になった」

と感じており、自分の留学を通じて吉野川プロジェクトに参加したことを振り返

り、その意味を見出している。

＜共に日本の文化を学ぶ＞

異文化交流と同時に日本人参加者の満足した要因として、吉野川について留学生と一緒に学

べたことが挙げられる。アンケート結果によると、学生3は参加してから「自分の今住んでいる

所に関して興味をもてた」ことや、吉野川について「留学生と一緒に学べた」ことに意味があっ

たと感じており、また学生4では、参加してから「吉野川についての話をする」ときに役立って

いるという感想が得られた。日本人が日本の文化を学ぶことは普段の生活や、まして大学教育の

一環として取り上げられることはほとんどなく、実際どれだけの日本人が日本のそれも徳島の文

化を知っているかというと、そう多くは望めないと思われる。それは、学生3の「吉野川」につ

いて「全く知識がなかった」ために「留学生に説明するのが大変」であったという感想からも推

測できよう。そのような意味でも、吉野川プロジェクトは、留学生を対象にした日本事情の授業

であると同時に、日本人参加者も日本の文化を学び考えられるよい機会になったといえる。

＜主体的活動の場として＞

プロジェクトワークの重要な柱の一つに「学習者（参加者）がより主体的になる」という

ことが挙げられる。自らテーマを設定してそのための準備をし、最終的なプロダクツを作成

後、評価・反省するといったプロセスの中では、それだけ情報を得るスキルを持っているこ

とや自ら外に向かって発信していくパワーが必要となる。学生2は、プロジェクトワークと

いう参加者全員が主体的に活動するスタイルに慣れておらず､｢個人的に意見を求められたり

発表をしたりすることが苦手」で「時々息苦しさを感じる」こともあったようである。ただ、

主体的な活動、具体的にいえば自分の意見を自分の言葉で相手に分かりやすく説明するよう

なスキルを養う教育は、むしろ最近になって注目されるようになったものと思われる。それ

まで基本的に受け身の授業が当たり前だった者にとっては、いざ自分の考えをみんなの前で

うまく説明しようとしてもなかなかできるものではない。吉野川プロジェクトでは、日本人

にとってもプロジェクトワークを通した表現に関する学習が必要なことが確認されたといえ

る。学生2はさらに、「先生や他の参加者の方からのフォローや考える時間を十分にあたえて

もらえたことで､楽になれた」ことから、周りの人間環境が整っていることも必要であろう。

4考察～吉野川プロジェクトの目指すもの～

吉野川プロジェクトの参加者、すなわち留学生と日本人学生らは、日本語教育

の枠組みにおいて初めてプロジェクトワークを体験した。ここでは両者にとって

の一つの学習方法として「吉野川プロジェクト」を考察する。

く学習者の主体的な取り組み＞

テーマの吉野川はごく身近なものであり、教師が与えたという以上に魅力のあ

るものであった。さらに最終作成物のレジュメと発表は単位取得のための義務で

はあったが、学習者Aのように他の授業にて並行して要求される発表やレジュメ

の作成の存在があったため、日本語学習の場で練習ができたとしていた。それゆ

え日本語教師の助言と訂正を活用し､興味を示さない等の問題は起こらなかった。

この点では動機付けにはさほど難しくなかったといえる。

日本語そのものを学ぶのでなく、日本語を使って一つのプロジェクトを遂行す

るという方法も戸惑いなく受け入れられていた。さらに2001年からの積み重ね
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があったため、初年度（2001年）の参加者の最終作成物を見ることによって、2

年目以降では何をどのようにすればよいのかの見通しができ取り組みなっていた

特に自分の発表やレジュメが来年の学生の目に触れるという意識から、同じテー

マであっても前年度のものよりも、進化したあるいは精密なものを作成しようと

する意気込みも感じられた。すなわち動機に裏付けられた主体的な学習の場とな

りえたといえる｡

く学習方法を学ぶ＞

教師自身の「吉野川」に対するリソース（注4）の蓄えは毎年豊かになってい

き、また講師から講師への人的ネットワークの広がりを実感しえた。教師の提示

したリソースから自らのリソースを加え、または拡げて参加者は発表の準備を行

った。確かにそれは日本事情の単位取得のためという点では終馬を迎えたが、そ

こで培った情報の取り方また講義や講演の受け方というものは他の共通教育の授

業や講義の学び方に通じるものがある。「吉野川」の知識を得ること、大学生とし

ての学習の方法を学ぶことの2点が習得できて「吉野川プロジェクト」の教育的

意義があるといえる。

く協同学習の場＞

日本人学生の声からは、留学生、教師とともに「吉野川プロジェクト」に取り

組む過程で「徳島大学に来て初めて吉野川の存在の大きさを知」り、「留学生の日

本語を助け、また留学生と一緒に発表に参加することによって」自分達が普段何

気なくさせられている調査報告活動が異文化理解の場となったことが述べられて

いる。

さらに、日本人参加者は本来、異文化交流に興味があり、留学生の存在は知っ

ていても、実際に一緒に活動する機会がないことを感じていた。それゆえに単位

が出ないのにも関らず、敢えてこのプロジェクトに参加しようとしたといえる。

また留学生からも、日本人の存在に関して「留学生をサポートするため」「日本人

学生もいることでよりいきとと・いた授業になった、（中略）日本人学生との交流を

持つ良い機会にもなった」「日本人学生の感想も僕たちに最も重要だ」のように、

一緒に活動することの意義が述べられていた。

大学内での並存でなく、共存を意識した活動を組み立て、そこに学生同士が協

同しうる場ときっかけを作ることが要請されている。

く日本語のレベル＞

4年を通して約40名の留学生が「吉野川プロジェクト」を体験した。日本語

力が低いために講師の話を聞くのもやっとという者がいたのも、また受講途中に

断念した者もいる。そういった学習者に「日本事情」を「日本語」そのものを学

ぶ場として開講しようと考えたこともあった。しかし、それは「日本語」の授業

に預ける側面であり、日本語力の低い学生には出来る範囲での取り組みとし、吉

野川を調べる中で必要な日本語及び表現といったように個別の指導の部分を増や

したのも事実である。最終的にはレベルに応じた発表内容となっている。

参加者らが、課題に対する自らのレベル（日本語及び知識量）を確認し、主体

的に取り組み、かつ様々なリソースを利用しながら学習方法を見直し、参加者と

ともに協力しながら学習を進める、いわゆる「自律学習」へ向けての扉となるこ

とが、「吉野川プロジェクト」の目指すものである。
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5おわりに

「吉野川プロジェクト」はその第一期を終了し、現在は筆者（三隅）の担当を

離れて第二期へと移行した。教師が変わることによって、「吉野川」という無尽蔵

なリソースはまた違った側面を見せるであろう。

プロジェクトワーク型の教育活動は、実施後すぐにその教育効果が学習者に実

感されるものではない。様々な学習と生活に関ろ活動と人間関係が折り重なって

いる。活動を通して培ったことはこれからの研究生活と徳島での生活に役立つも

のであろう。、

吉野川プロジェクトでは、リソースとしての吉野川から参加者自身がそれぞれ

の吉野川そして徳島像を作り上げること、とプロジェクトワークそのものが持つ

学ぶことの楽しさを体感することこの2点が教師のねらいであったといえる。

また、これらのねらいは留学生のみならず徳島で暮らす日本人学生にとっても

必要なものであることも、今回の調査結果から本稿を執筆して実感しえた。

今後、留学生は専門教育へと移り、徳島を離れて日本のどこかで、または帰国

して徳島大学での留学生活を振り返る際に、きっと「吉野川」を思い出すことを

望む。インターネットや書籍で入手できる知識だけではなく、留学生が、実際に

暮らして肌で感じた吉野川の素顔と自分が赴いて調べた内容を多くの日本人、自

国もしくは他国の人に伝えてくれることを願う次第である。

謝辞：4回のプロジェクトを経て、「吉野川」が脈々と生きていることを改めて認識し、またそ

の恵みに預かって生活していることを実感しました。そして熱心に課題に取り組んでくれた留学

生、日本人学生、そして吉野川プロジェクトの継続を何よりも支援してくださっている講師の皆

様に深くお礼申し上げます。

本稿は、3と参考資料の作成を吉度が、他は主に三隅が担当した。

注1）協同学習は、協力して学び合うことによって、学習内容の理解と習得を目

指すとともに、協同の意義に気づき、協同の技能を磨き、協同の価値を学

び内化することを意図した教育活動をいう。単なるグループ学習ではなく、

①互恵的目標の設定②目標の共有化と個人責任の明確化③促進的相互交流

の活性化の三条件を満たすものをいう。参考文献関田(2001)参照

注2）田中望他「日本語の教育とその理論」E131（1993）放送大学教育振興

会

注3）筆者の三隅は、日本語教育における日本人との共同作業型の学習活動を「日

本人参加型プロジェクトワーク」と名付けその意義及び日本語学校やボラ

ンティアの教室といった複数の機関での実施状況等を述べている。参考文

献Gehrtz三隅(1997)参照
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注4）吉野川プロジェクトのリソースは以下のように図示される。

物的リソース

･本、

・パンフレット

・ニュース、番組

・CD

・写真

参考文献：

。D､WJohnson他著関田一彦訳「学生参加型の大学授業一協同学習への実践

ガイド」2001玉川大学出版部

・Fried･Booth.，.L"PrOjectWbrk"Ox幼rdUniversiwPress､1986
・Gehrtz三隅友子「共に学ぶ場としての『日本語教室』」日本語学明治書院19921月号

・Gehrtz三隅友子「日本語教育における活動の枠組みにおける一考察～日本人参加型プロ

ジェクトワーク～」JAIjr日本語教育論集第2号1997

・Gehrtz三隅友子・上田和子「双方向学習の試み～交流セッションから見えるもの～」国際

交流基金日本語国際センター紀要第12号2002

・田中望他「日本語教育の理論と実際一学習支援システムの開発一」1993大修

館書店

・田中幸子他「プロジェクトワーク･コミュニケーション重視の学習活動1」1987

凡人社

・IanTudor“Learner-centre血essasLanguageEducation”1996Cambridge

Um､Press
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資料②－1

＜吉野川・農業に関するクイズ＞

①徳島県は男性と女性の人口はどちらがどのくらい多いですか。

②徳島をなぜ阿波の国というのですか。

③徳島県の市と町と村の数はいくつですか。

④徳島平野を流れる一番大きな川の名前は何ですか。

⑤徳島は太陽の出ている時間は長いですか短いですか。

⑥現在の人口は平成7年と比べて減っていますか増えていますか。

⑦徳島の農林水産業が総生産に占める比重は全国の平均と比べてどうですか。

⑧農林水産業の中でも比重が高いのは何ですか。

⑨徳島の農業が盛んなのはなぜですか。

⑩農業人口は増えていますか。また男性と女性のどちらが多いですか。

☆資料の1頁目の農林水産物を確認し、チェックしてください。

ロチューリップ

ロかんしょ

ロカリフフラワー

□うめ
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資料②－2

徳島大学日本事情吉野川プロジェクト2003.11

☆1頁と2頁の特産物から一つを選んで自由に作文しなさい。

（徳島で初めてであったものや国のものと比べてどうか等）

出身（マレーシア）氏名（○○）

＜私とすだち＞

すだちといえば、徳島の特産物、つまり徳島で一番有名な野菜である。スーパーとか八

百屋でよく売られている。私は徳島のすだちを買ったことがないけれども、食べものに入っ

ているすだちをよく食べる。すだちは､マレーシアでもあるので､徳島に来たばかりの時は、

すだちが多く見られることがあまりびっくりしなかった。

徳島のすだちはマレーシアのすだちと比べると、徳島のすだちが小さい。日本ですだちは

よくおすしにかけるけれど、すだちのジュースがあまり売っていないと思う。マレーシアで

すだちのジュースがあるし、他の食べもの（たとえば､La畑a,Mihun)にもよく入っている。

すだちは徳島とマレーシアで食べものをよりおいしくするためによく使う。

☆11/26（水）の特別ゲスト○○先生に農産物に関して、農業に関しての質問を書いてくださ

い。

･現在の日本の若者は農業に関する仕事に興味をもっていますか。

（マレーシア）

･ベトナムでは野菜の値段と肉、魚の値段には差がすごくあるけど、

日本ではその差がほとんどないです。なぜですか。

（ベトナム）

･韓国の農村には「Dure」という風習があります。「Dure」は忙しい

時、村の人々が一日ずつ一家に行って、一緒に仕事をして手伝って

もらう家には食事とか準備をして一緒に食べることですが、日本に

もこのような風習がありますか。

（韓国）
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資料③ 日本事情吉野川プロジェクト2003

出身（韓国）氏名（○○）

吉野川をめぐるゲストスピーカーの話を聞いて

1（国土交通省）【70％】

○○さんの話を全部は分からなかったですが、画面を見ながら説明を聞いたので、吉野川

のまわりの地名などが確認できるようになりました。先週の月曜日に徳島から高知まで旅

行をしたのもちょっと役に立ちました。

2（農業大学校）【70％】

○○さんの印象はまるで私の祖父のようで親しく感じられました。今まで農業についての

経験を生かして本を作った人と直接会うことになって本当にうれしかったです。世界で有

名な川の話をはじめとして、吉野川についての話を中心にして話してくださいました。本

の中で見つけられた質問の答えを時間の関係で全部聞けなかったのは少し残念でした。

3（クルージング体験）

毎日自転車で吉野橋を渡って見るたびに、海のように広いと思った川を船に乗って回るこ

とができてわくわくしました。久しぶりに子供のように喜びながらいっしょに来た人々と

写真をとったり、湯佐さんの説明を聞いたりしました。船に乗っている間には風が強くて

少し寒かったですが、さわやかな空気でいい気持ちでした。これも徳島での良い思い出の

一つに残ると思います。

4（写真家）【85％】

一枚のすばらしい写真が出るにはかなり時間と努力がかかるのを分かるようになりました

○○さんのように吉野川のありのままを写真で残ろうとする方がいらっしゃって、もっと

吉野川が美しく保存されていると思います。○○さんはただ写真だけを好きではなくて、

我々が住んでいるところやその周り、ひいては自然全体を愛する方だと思います。

5（市民団体代表）【90％】

○○さんのお話は一番聞き取れやすかったです。それに私の発表のテーマが吉野川のダム

についてですので、○○さんのお話と関係がありました。特に最近「緑のダム」について

いろいろな実験や調査などが行われているという話と、全国的に吉野川が『川の学校』と

してよく知られて、多くの若者たちはさまざまなボランティア活動でやりがいを感じてい

るという話は印象に残っています。
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資料④ 第十堰プロジェクト

徳島大学総合科学部

○○，△△，××

今から私たちと一緒に第十堰へ行ってみませんか？

私たちは1月4日、第十堰に行きました。これから、第十堰に行くことになっ

たきっかけと、スケジュール、第十堰の環境、そこで行われていた調査を発表さ

せていただきます。

最初は吉野川の源流に行く予定でしたが、姫野さんのスピーチを聞いてから、第

十堰に行きたくなりました。それで予定を変更して、第十堰に行くことになりま

した。

私たちは1月4日に第十堰に行くことにして、3日にインターネットから第十

堰に行く方法を調べました。

10時40分四国大学前で、バスの二条・鴨島線に乗って、「第十新田」バス停

まで行きました。みかんを食べながら、美しい吉野川の景色を眺めました。吉野

川の河口から15キロ離れた第十堰に近づくにつれて、川の幅が狭くなって行く

のです。私たちは美しく光る川、空に広がる雲、自然そのものの景色を見ながら、

第十堰への期待感でドキドキしていました。その一方、曇っている空を見ると雨

の'､ご配もありました。

第十新田のバス停でバスから降りた瞬間、悪臭と強風に襲われました。それに、

第十堰に広がる葦は荒れ放題でした。

私たちは、そこで、何かを調査しているおじさんたちに会いました。そのおじ

さんたちは不思議な形の測量機械を持って調査をしていました。インタビューし

てみると、第十堰の形状把握調査をしているのがわかりました。おじさんたちの

話しによると、第十堰がまだ可動堰になる可能性もあることがわかりました。

第十堰は思ったより、ごみが多かったので、失望も少ししました。けれども、

水がきれいで鮎がいっぱい泳いでいるのが見えて、第十堰の自然を感じました。

それで、第十堰をそのまま守るべきだと思いました。

帰ろうとした時、私たちの目の前を去って行くバスを見ました。それで、昼ご

飯を食べようとしましたが、店が見えませんでした。その時、トラックにのった

おじいさんが現れました。まずは、後ろに乗せてもらいましたが、途中で、おじ

いさんはトラックを乗用車に借りかえてきて、うどん屋まで､乗せてくれました。

おいしいうどんを食べたまではよかったのですが、そのせいで、またバスを逃し

てしまいました。それで次のバスが来るまでは1時間半ぐらい時間があったので、

ユニクロ、キョウエイで遊びました。

2時40分のバスに無事に乗って四国大学まで帰ってきました。

風のせいて．大変でしたが、吉野川の新しいところを見ることができて、楽しかっ

たです。
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資料6

○他者評価

2004年度発表「第十堰プロジェクト」の感想

発表者○○，△△，××

おもしろい小旅行だ。バスとトラックも乗った。自分の目で第十堰を見て、私も行きたい

第十堰の水がとてもきれいで、あゆもたくさんいるのに、ゴミがちらかっているのを見てと

ても残念に思いました。おじいさんいい人！

感情的な発表でとても面白かったです。しかも、細かいところまで観察してすばらしかった

です。

第十堰の環境問題について、写真を見せながら詳しく説明してくれた発表がよかったです

おもしろかったです。しかし、環境問題の深刻さは強く感じました

調査過程やその時の気持ちが詳しく述べられていて聞いていておもしろかったです‘

色んな所を見ていて、自分で見ているからわかりやすい。発表が上手、調査あり笑いありで

よかった。

そのおじさんと会いたい1第十堰を了解しました

いい経験したと思います

○自己評価

第十堰に行ったことと、このレポートを書いたこと全部いい経験だったと思います。

思ったよりうまくいかなかったので恥ずかしいです，

緊張した。私の写真が恥ずかしかった，
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留学生センターの一年

2005年4月 日本語研修コース（第五期）開始

2005年5月 ｢国際交流ボランティア入門」講座

2005年9月 日本語研修コース（第五期）修了

2005年10月 日本語研修コース（第六期）開始

2005年11月 異文化体験交流会

2006年 2月 ｢初めてのホームステイ講座」

横田雅弘一橋大学留学生センタ ー 教授

2006年 2月 日本語研修コース（第六期）終了

2006年 3月 地域・国際交流プラザへ移転
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日本語教育部門

日本語研修コース（大学院入学前予備教育）

1．コース概要

大学院入学前予備教育（大使館推薦)、教員研修生を対象とし、大学院での生活

を一人で乗り切れる日本語力を身につける。

学内公募制も対象とする。

集中講習型

１

、
■
■
〃
、
■
ロ
ノ

２
３

2．コーディネーター

平成17年度上田崇仁

3．実施概要

平成17年度春期

①開講期間

平成17年4月8日～平成17年9月9日

②日程

04月08日（金）コースオリエンテーション

04月11日（月）開講式

04月12日（火）授業開始‘

05月21日（土）ホームステイ（1泊2日）

06月09日（木）第一分冊試験

ひょうたん島クルーズ（市内見学）

07月09日（土）七夕パーティ

07月14日（木）研修旅行（海南小学校訪問、ホームステイ1泊2日）

07月28日（木）第二分冊試験

生け花体験

07月30日（土）夏休み開始

09月01日（木）授業再開

09月07日（木）まちたんツアーwithPDA

O9月09日（金）修了式

③受講生

１
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国籍 性別 進学先

研究留学

生

学内公男

生

ブータコ

ヘミルー

マレーシア

エジプ’

バングラデシ畠

男
男
女
男
男

徳島大学大学院工学研究科

徳島大学大学院工学研究科

徳島大学大学院工学研究科

徳島大学大学院工学研究科

徳島大学大学院エ学研究科



④教材、担当および時間割

1）使用テキスト：『みんなの日本語’’11』

『BASICKANJIBOOK1」

2）学習総時間数：373.5時間

3）担当および時間割

スリーエーネットワーク

凡人社

平成16年度秋期

①開講期間

平成17年10月7日～平成18年2月28日

②日程

10月07日（斤）コースオリエンテーション

10月11日（火）開講式

10月12日（水）授業開始

11月26日（土）ホームステイ（1泊2日）

12月08日（火）第一分冊試験

生け花体験

12月23日（金）冬休み開始

01月10日（火）授業再開

02月09日（金）研修旅行（鴨島小学校訪問、スピーチ発表）

02月16日（木）第二分冊試験

02月21日（火）ワン・デイ・トリップ（PDAを使用して）

02月28日（金）修了式

③受講生

4）
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日本語 月曜E 火曜E 水曜E 木曜E 金曜E

8：4〔

～10：1C

上日 三隅 上日

10：26

～11：5｛

中村 上田 福岡 三隅 上田

12：5〔

～14：2（

中村 上田 福岡 三隅 上田

15：1〔

～16：3（

中村 福岡

国籍 '性別 進学先

教員研修留学生

研究留学生

学内公募生

徳島県研修生

ア
ー
ー

シ
マ
マ
ス

－
７
〃
一
ロ
ノ
一
、
／
、
〆
、
〆

ニ
ニ
レ
ヤ
ャ
ラ
国
国

ケ
ケ
マ
ミ
ミ
フ
中
中

男
女
男
女
女
男
女
男

掲門教育大学

掲門教育大学

掲門教育大学

掲門教育大学

鳴門教育大学

徳島大学大学院エ学研究*

帰匡

帰匡



④ 教材、担当および時間割

1）使用テキスト：『みんなの日本語｜，｜|』

『BASICKANJIBOOK1、

2）学習総時間数：391.5時間

3）担当および時間割

スリーエーネットワーク

2』凡人社

日本語 月曜E 火曜E 水曜日 木曜日 金曜日

8：4〔 上田 上旺 三隅 三隅 上田

～10：1〔

10：2（ 上田 上日 福岡 三隅 上田

～11：5｛

12：5（ 三隈 上日 福岡 三隅 上田

～14：2（

15：1（ 福岡 上田

～16：31
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全学共通教育「日本語」「日本事情」
｢日本語」日本語1，日本語2，日本語3，日本語4

平成17年度の共通教育の「日本語・日本事情」は以下のようであった。

コーディネーター

大石寧子

日本語l［前期］

人数：

使用教材

21名（中国19名、ウイグル

『大学で学ぶためのアカデミック

TheJqpqnTimes

1名、ベトナム1名）

ジャパニーズ』佐々木瑞枝他(2001：

本講義て･は、テキストを中‘,uに各課のテーマを扱いながら進めていった。授業の流れ
としては、まず課ごとにテーマに関する予備知識を確認し、新出語業を説明した後、ロ
ールプレイや聴解問題、読解、要約、作文などの練習に入るという流れである。授業の

方針としては、留学生が大学で生活していく上で必要な日本語力を身につけることを目
標とし、大学での様々 な場面に対応できるように、実際に遭遇するだろうと思われる場
面を設定して練習を行った。また、テキストに沿った授業だけでは現在の生の情報が取

り入れにくくなる。そのため、テキストに加え、最近の時事問題を紹介した。時事問題
のテーマは大学で学ぶ留学生として知っておいたほうがいいと思われるものを選び、時

事問題の内容によっては日本語で意見交換をする時間を設けた。

日本語I［後期：

人数13名（中国11名、韓国2名）

使用教材：『大学で学ぶためのアカデミック

TheJqmnTimes

ジャパニーズ』佐々木瑞枝他(2001）

本講義では、テキストを中心に各課のテーマを扱いながら進めていった。授業の流れ
としては、まず課ごとにテーマに関する予備知識を確認し、新出語棄を説明した後、ス
ピーチやレジュメ作り、ディベートなどの実践的な練習に入るという流れである。授業
の方針としては、留学生が大学生として生活していく上で必要な日本語力を身につけ、
大学での様々 な場面に対応できるようになることを到達目標とした。そのために、実欝
の講義やゼミでの演習などを想定しながら、より実践的な作業を取り入れた。実施すそ
際の工夫としては、知識としての日本語ではなく、学んだことを実際の場面で生かせそ
ように、様々 な場面を模擬体験し、フィードバックする機会をできるだけ多くした。
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日本語2[前期］

人数：

使用教材

15人(中国13人，韓国1人，ベトナム1人／男性9名，女‘性6名）

『改訂版留学生のための論理的な文章の書き方』二通伸子・佐藤不二子

（2003)スリーエーネットワーク

日本語の作文力（書く力：アカデミックな書き及びコミュニケーションのための書き）

を伸ばすことを目標に、語棄・表現練習、書き言葉の練習、資料の読解、意見交換、論

理的な文章を書く練習、e-mqilの書き方、日記公開（インターネットのblog機能を利用）

等を行った。評価は授業参加度、宿題、中間試験、期末試験により行った。

日本語2[後期］

人数：

使用教材

11人(中国7人，韓国2人，アメリカ2人／男性5名，女‘性6名）

『改訂版留学生のための論理的な文章の書き方』二通伸子

（2003)スリーエーネットワーク

佐藤不二子

日本語の作文力（書く力：アカデミックな書き及びコミュニケーションのための書き）

を伸ばすことを目標に、語葉・表現練習、書き言葉の練習、資料の読解、意見交換、論

理的な文章を書く練習、レポート作成（資料探し、テーマ発表、アウトライン発表、ド

ラフト提出、レポート提出)、e-mailの書き方等を行った。評価は授業参加度、宿題、中

間試験、最終レポートにより行った。

日本語3[前期］

人数：

使用教材

8名（中国4名韓国4名）

新聞記事、書籍より抜粋、料理レシピ

速読の練習とその実践（論理的な文章、新聞記事、料理のレシピなどを使用)。日本語

で書かれた資料から、早く必要な情報を得るため、クラス内で説明、練習、実践と段階

を追って行った。内容のある文章から、時刻表やレシピのような限定された情報まで様々

なタイプの日本語に触れるようにした。評価は、クラス活動で作成した内容要約メモや

レポート、宿題の提出状況より行った。
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日本語3[後期］

人数：

使用教材

6名（中国1名韓国2名アメリカ3名）

各自のテーマに添った書籍

テーマに沿って自分で資料を調査、収集しプレゼンテーションで発表する。プレゼン

テーションは各学生2回行った。1回目は教員の指定したテーマに沿って、図書館や

インターネットを利用して情報を収集し、各自の工夫で発表した。2回目は、「私の

薦める○○」というテーマで、各自がテーマを自由に設定して行った。

この授業に先立ち、附属図書館の協力を得て、文献検索ガイダンスを実施していただ

いた。評価は、プレゼンテーションの構成、日本語力、最終レポートではプレゼンテ

ーション時の指摘にどう対応したかを重視して行った。

日本語4[前期］

人数7名（中国3名韓国3名マレーシア1名）

使用教材：生教材｢NHKあしたをつかめ｣及びそれに関する自主作成教材

｢日本語4｣では、四技能の向上を目指すと共に、特に「話す･聞く」の力を伸ばすことを

目標とした。前期は、これまで身に着けてきた自分の日本語力や話し方を振り返り、改

善すべき点、補う点を見つけるため、教材は、余裕をもって臨めるものにした。NHK

「あしたをつかめ」の4編を使用した。各回の大まかな流れは、①初見で、全体の把握

及び中心となる人物の話し方分析②語業・表現の獲得③そのテーマについて調べ、自分

の意見の発表である。①は、初見で、今回のテーマは何か、主張点、問題点は何か、登

場人物のそれぞれの主張は、ということが的確につかめるか。また、登場人物の中で誰

の話し方がいいか、それはどうしてか、声の大きさ、強さ、話の展開、顔の表‘情等も皆

で検討する。②は、配付された語棄・表現リストを各自で調べ、翌週語葉クイズを実

施。また新出の文型・表現については、宿題とし、翌週のクラスで発表し、皆で評価す

る。③その回のテーマについて、自分の意見や自国との比較などを発表したり、地域の

人々や日本人学生達に行った聞き取りをまとめて発表したりした。

日本語4[後期］

人数：

使用教材

7名（中国5名韓国1名マレーシア1名）

生教材「NHKクローズアップ現代」

前期と同様に四技能の向上を目指すと共に、特に「話す･聞く」の力を伸ばすことを目標
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とした。後期は、前期の日常生活についてのテーマや語棄から少しレベルアップを図り、
今話題になっているテーマや語業の獲得を目指し、NHK「クローズアップ現代」の中から

3編を使用した。各回の流れは、①初見で、全体の把握及び中‘ことなる人物の話し方分

析②語業・表現の獲得③そのテーマについて調べ、自分の意見の発表である。②に関し

ては、そのテーマの背景となる状況、機関、用語、例えば「総合学習とは」「NPOとは」

などを各自で調べて発表し、語業の獲得と共に発表の際の話し方の練習も行った。

日本事情I【前期］

人数：11名（中国6名、韓国4名、ベトナム1名）

使用教材 ｢過渡期の日本を考える」三巻陽子他（1997)凡人社より抜粋●

新聞記事

メインテーマを「日本･日本人を知る」とし、最終的には、小グループに分かれてテーマ

を決め、調査し、発表をするプロジェクトワークとした。前半は、基礎的な知識や情報

を得るため、用意した教科書の抜粋や新聞記事を使用し、テーマについてクラスでのデ

ィスカッションや自国との比較などを中心として行なった。後半は、グループに分かれ

て調査テーマを決め、作業や調査を行い、毎回各グループの進捗状況を報告し、共通作

業として「アンケート」の作成、集計の方法を学ぶ。また、地域や日本人学生に各自の

テーマについて聞き取り調査も行なう。最終的に地域・日本人学生を前に発表を行なっ

た。発表テーマは以下のようである。

①日本の温泉

②行事の料理「お正月料理」‐韓国との比較

③日本のラーメン

④日本の大学生の生活一韓中稲越との比較

日本事情llI後期］

人数：

使用教材

12名（中国8名、アメリカ4名、韓国1名）

「日本語であそぽ」

文化差を相対主義的な観点から見直すためのエクササイズおよび講義を実施した。具

体的には、

（1）文化差とステレオタイプのメカニズム、

（2）ステレオタイプに対する対応方法、（3）

異文化とのチームビルディング、をテーマに授業を展開した。また、日本文化の理解を

促すために、「日本語であそぼ」を基に文化生活面の解説なども行った。
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日本事情'11【前期！

人数：

使用教材

16名（中国11名、米国3名、韓国1名、ベトナム1名）

自主教材および新聞記事

現代日本の課題や問題を取り扱うために新聞を基に授業を展開した。取り扱ったテー

マは多岐に渡り、例えば「幼児虐待｣、「建築偽装事件｣、「日本の教育システム」などに

ついて解説およびディスカッションを展開した。また、課題として毎授業の盛想を提出

させ、学生の作文指導も行った。

日本事情1V[後期］

人数： 6名（中国3名、韓国2名、ベトナム1名）

使用教材：。テーマに関連した書籍より抜粋

例：「川と人間一吉野川流域史一」平井松午（1998）渓水社

「徳島県の民話日本児童文学者協会編」

・ゲストスピーカーによる作成教材

他

メインテーマを「徳島を知る－吉野川を通して」とする。徳島のシンボルである吉野川

について、いろいろな視点からのゲストスピカーの講義を受けると共に、自分達のテー

マを決め、調査し、最終的に発表を行なった。ゲストスピーカーによる講義は、①「吉

野川概要」国土交通省・野町浩②「吉野川と農業」農業大学校・野田靖之③「第十堰

問題について」姫野雅義④「公共事業を環境共生型に変える方法一徳島県の例を中心

に」徳島大学・中嶋信であった。また、地域・学生サポーターに「吉野川の思い出」に

ついて聞き取り調査を行なった。学生達の発表は、以下のようである。

①吉野川の洪水

②第十堰について

③阿波の藍

④住民が思う吉野川と洪水

⑤吉野川の農業

⑥吉野川とナットン川の住民運動の比較
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全学日本語コース

平成18年度前期

①常三島キャンパス

期間5月9日（月）～7月14日（木）

時・日 月 火 水

10:25へ

12:50へ 日本語C1

(遠藤）

14:35へ 日本語I

(青木）

16:30へ 日本語A1 日本語A

(中村） (遠藤）

日本語A2 日本語A2

(青木） (福岡）

②蔵本キャンパス

期間5月9日（月）～7月14日（木）

時・日 月 火 水

10:25へ 日本語C

(三隅）

12:50へ‐ 日本語B－C

(三隅）

14:35へ 日本語C2 日本語A2

(三隅） (石田

16:30へ 日本語B

(石田

－88－

木 ､金

日本語C2 日本語E

(三隅 (石田！

木 金

日本語A2

(青木）

日本語［

(青木）



平成18年度後期

①常三島キャンパス

期間10月12日（水）～12月21日（水）

時・日 月 火 水

10:25～

12:50へ 日本語C1

(遠藤）

14:35へ 日本語B2

(青木）

16:30へ 日本語A1 日本語C2 日本語A

(大石） (三隅） (福岡）

日本語A2 日本語A2

(青木） (遠藤）

日本語C1

(遠藤）

②蔵本キャンパス

期間10月12日（水）～12月21日（水）

時・日 ノ 火 水

10:25へ 日本語c 日本語A

(三隅） (遠藤

12:50へ 日本語C2

(三隅）

14:35へ 日本語8

(石田

16:30へ 日本語B2

(石田’
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木 金

日本語B2

(石田

木 金

日本語A‘

(大石！

日本語B1

(青木）

日本語B2

(青木）



異文化交流部門

【留学説明会】

7月8日留学説明会欧米系大学

7月15日留学説明会アジア系大学

10月20日交換留学説明会

10月21日短期語学研修説明会

10月25日留学説明会（蔵本地区）

【留学指導相談業務】

相談のべ件数169件（5月16日～2月2日現在）

短期語学研修事前打合せ16回（のべ87名に対応）

長期留学事前打合せ 5回（のべ18名に対応）

個別相談64件
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相談業務部門

留学生センターが2002年4月発足以来，指導相談部門は一人体制で行った．留学生セ

ンターには英語，中国語，韓国語が話せるスタッフが多数いることで，日本語のできない留

学生とのコミュニケーションには不自由はない．徳大に在籍中の留学生だけではなく外国人

研究者および学外の徳大入学希望者から相談が増えている．常三島地区は常時相談できる体

制であるが，蔵本地区は常時事務員一人と火曜日午後と金曜日午後には教員一人が加えて対

応している．

留学生の交流の場として常三島地区には工学部の留学生相談室「OASIS」，総合科学部の

「たより」が設置されており，さらに2004年4月からは蔵本地区の「留学生支援室」が

設置された．各部屋にはインターネット接続の数台のパソコンやOA機器などを整備され，

母国の情報収集や母国との連絡可能な環境が整った．

相麟内容

学習関係： 進学，指導教官，就職など

生活関係： 奨学金，アルバイト，居住，保証人など

その他 ビザ，トラブル，人間関係など

留学生受け入れ支援活動

2側5年4月～2側6年3月

4月外国人留学生のためのオリエンテーション

7月外国人留学生のための進学説明会大阪会場

9月日本留学フェアー韓国（釜山，ソウル）

10月東京外国語大学「平成17年度国費留学生への大学進学説明会」

11月大阪外国語大学「平成17年度国費留学生への大学進学説明会」

11月多文化交流会の開催

1月日本語学校訪問東京

2月卒業留学生のデータベースを構築
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そのほか

1．地域貢献

留学生センターは講演会、シンポジウムも開催している。さらに日本語教育では、学

生サポーター制度及び地域サポーター制度を確立し、留学生の日本語学習に支援を受け

ており、学ﾀﾄ活動として県内各地域や小学校訪問を行っている。

1）地域貢献特別支援事業

①地域貢献特別支援事業のポイント

■異なる文化を持った人を受け入れ、共生を目指す地域社会を考える

～お互いの共生・協労への理解～

■地域に住む住民としての外国人と日本人の新たな関係を作る

～出会いと共存を考える場そして活動の提供～

■徳島という地域での独自の共生の有りかたを住民で考える

～将来、未来を予測した共生、その担い手に課題として提示～

②地域特別支援事業の概要

留学生センターは、留学生･在住ﾀﾄ国人と地域の住民の連撹を支援する活動を行った。

■人材育成

i）主な講座と講演会

・く講座＞

●2005.5～7（計6回）於：徳島大学開放実践センター

「国際交流ボランティア入門講座～地域の外国人支援～」

ii）学校教育支援

く御所小学校（土成町）＞徳島大学の留学生が小学校へ訪問し、体験型学習を行う。

く海南小学校（海南町）＞日本語研修コース学生が訪問し、自国紹介のスピーチを

行う。

＜鴨島小学校（吉野川市）＞日本語研修コースの学生が訪問し、自国紹介のスピーチ

を行う。

く徳島市立高校＞マレーシア・シンガポールへの修学旅行準備として、異文化体験学

習プログラム作成の支援とマレー語学習の教材作成を行う。

2）地域社会の国際化支援活動

①講演会および勉強会

■平成17年度

i）「初めてのホストファミリー講座」

一橋大学留学生センター横田雅弘教授

3）サポーター制度

紀要参照（→P34）
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2．センター業務としての出張

1）大石寧子

■在日中国大阪総領事館主催「西日本地区各大学の国際交流・留学生担当者懇談会」
2）三隅友子

■独立行政法人国際交流基金関西国際センター短期留学プログラムに関する調
査

■武漢大学（中国）との合同授業学生交流事業引率

■徳島市立高校マレーシア・シンガポール修学旅行支援

■徳島県立城ノ内高校マレーシア修学旅行支援（留学生派遣）

3）金成海

■東京大学「国立大学留学生センター留学生指導担当研究協議会」

■大阪「2005年外国人留学生のための進学説明会」

■「平成17年度日韓共同理工系学部留学生事業協議会」広島大学

■「2005年日本留学フェアー（韓国）」

■日中国駐大阪総領事館主催の「西日本地区各大学の国際交流・留学生担当者懇談
会」

■東京ﾀﾄ国語大学「平成17年度国費留学生への大学進学説明会」

■大阪ﾀﾄ国語大学「平成17年度国費留学生への大学進学説明会」

■大阪大学「第26回大阪大学留学生教育・支援協議会（兼：平成17年度第2回

国立大学法人留学生指導研究協議会）」

■日本語学校訪問東京

■外国人留学生実地見学旅行引率（鳥取）

4）坂田浩

■留学生交流研究協議会（那覇市）

■国際教育交換協議会説明会（京都）

■日本語サマープログラム意見交換（慶北大学）

■大学院研究者交流ならびに交換留学打合せ（moridaAtlanticUniversity）
■短期語学研修打合せ（SouthernImnoisUniversity）

5）上田崇仁

■留学生交流研究協議会（那覇市）

■海南小学校引率（海南町）

■鴨島小学校引率（吉野川市）
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留学生センター人員名簿（2006年3月現在）

留学生センター長

永田俊彦大学院へルスバイオサイエンス研究部教授

留学生センター教員

大石寧子教授・副センター長

三隅友子教授

金成海教授

坂田浩助教授

上田崇仁助教授

留学生センター運営委員会

永田俊彦学長補佐（国際関係担当）

桂修治教授（総合科学部）

太田房雄教授（大学院へルスバイオサイエンス研究部

西野瑞穂教授（大学院へルスバイオサイエンス研究部

樋ロ富彦教授（大学院へルスバイオサイエンス研究部

伊坂勝生教授（工学部）

福井清教授（分子酵素学研究センター）

篠原康雄教授（ケノム機能研究センター）

留学生課職員

課長

専門員

係長

主任

支援室（蔵本）

非常勤講師

中村倫子

福岡礼子

謝金講師

青木洋子

石田愛

遠藤かおり

中村倫子

福岡礼子

秋山英治

森隆文

福川利夫

松尾麻里子

尾崎綾

永川正乃
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学外国人留学生在籍状秒畠徳 大

●国別◆平成18年2月1日現在（単位：人

◆所属別● 平成18年2月1日現在（単位：人）
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